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じ
め
に

0平
群郡
の
成
立
過
程

②
額田
部
氏
の
系
譜
と
職
掌

③
『
条
里
図
』
作
成
の
契
機
と
年
代

おわ
り
に

［論
文
要旨］

　本
稿
で
は
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
作
成
年
代
お
よ
び
作
成
目
的
を
子
細
に
検
討
す
る
た
め
　
　
　
　
団
に
つ
い
て
は
、
「
宮
郡
狛
人
」
の
宮
郡
を
飽
波
評
に
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
領
域
的
に
は

の

基
礎作
業
と
し
て
、
平
群
郡
の
成
立
過
程
や
氏
族
の
分
布
の
考
察
を
前
提
に
、
額
田
部
氏
の
系
譜
　
　
　
　
他
評
（
山
辺
評
）
に
属
す
る
人
間
集
団
を
飛
び
地
的
に
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
③
天

と
職
掌
を
分
析
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
朝
以
前
に
は
大
和
・
河
内
を
中
心
に
し
た
天
津
彦
根
命
系
と
山
城
・
摂
津
を
中
心
に
し
た
明
日
名

　結
論
と
し
て
は
①
大
和
国
で
は
、
県
や
国
造
国
か
ら
の
立
郡
（
評
）
ま
た
は
分
割
が
一
般
的
で
あ
　
　
　
　
門
系
と
い
う
二
つ
の
系
統
の
額
田
部
連
氏
が
存
在
し
た
。
こ
の
う
ち
天
津
彦
根
命
系
の
系
統
が
推
古

っ
た
が
、
例
外
的
な
の
は
忍
海
・
広
瀬
・
平
群
（
飽
波
）
の
三
郡
で
あ
る
。
三
者
に
共
通
す
る
の
は
、
　
　
　
朝
に
は
有
力
で
あ
っ
た
が
、
孝
徳
朝
の
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
事
件
に
よ
り
天
津
彦
根
命
系
の
額
田

王宮
を
中
心
に
独
自
の
領
域
を
構
成
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
奴
脾
や
渡
来
系
技
術
者
の
居
住
と
密
接
　
　
　
　
部
連
は
一
時
勢
力
を
失
い
、
天
武
十
三
年
（
六
八
四
）
に
宿
禰
に
改
姓
し
た
額
田
部
連
は
明
日
名
門

な
関
係
が
あ
り
、
有
力
豪
族
の
拠
点
に
対
す
る
倭
王
権
の
支
配
拠
点
・
直
轄
地
的
な
役
割
を
果
た
し
　
　
　
命
系
と
推
定
さ
れ
る
。
④
額
田
寺
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
る
年
代
と
契
機
に
つ
い
て
、
背
景
に
は
額
田

て

い
た
。
②
平
群
郡
の
領
域
の
う
ち
、
後
に
額
田
・
飽
波
郷
と
な
る
地
域
は
、
独
立
し
た
地
域
と
し
　
　
　
部
氏
の
二
つ
の
系
統
の
ね
じ
れ
が
背
景
に
あ
り
、
こ
れ
を
解
消
し
た
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
に

て

評制
下
に
お
い
て
複
雑
な
変
遷
を
す
る
。
大
宝
令
以
前
に
は
、
人
間
集
団
の
把
握
に
対
応
し
て
、
　
　
　
お
け
る
額
田
部
宿
禰
三
当
の
改
姓
お
よ
び
同
五
年
の
法
華
寺
へ
の
京
南
田
の
施
入
時
あ
る
い
は
、
神

後
の
額
田
郷
域
の
北
部
は
所
布
（
ま
た
は
添
上
）
評
、
東
南
部
（
大
和
川
と
佐
保
川
お
よ
び
下
つ
道
　
　
　
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
の
称
徳
天
皇
の
飽
波
宮
へ
の
行
幸
時
の
可
能
性
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
造
籍

に
挟
ま
れ
た
地
域
）
は
山
辺
評
と
し
て
把
握
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
額
田
邑
の
熟
皮
集
　
　
　
　
年
や
班
田
年
に
相
当
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

9
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は
じ
め
に

　
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
は
奈
良
時
代
の
荘
園
図
で
、
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
を

本
拠

と
し
た
古
代
の
豪
族
額
田
部
氏
の
氏
寺
で
あ
る
額
田
寺
の
伽
藍
お
よ
び
寺
領
を

麻
布

（調
布
）
に
彩
色
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
絵
図
の
右
上
、
九
条
三
里
二
十
六

坪
に

は

「船
墓
額
田
部
宿
祢
先
祖
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
額
田
寺
が
額
田
部
氏
の
氏
寺

で

あ
っ
た
と
す
る
推
定
を
裏
付
け
て
い
る
。
官
営
の
東
大
寺
と
は
異
な
る
畿
内
の
中

級
貴
族
の
氏
寺

と
そ
の
寺
領
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
と
さ
れ

て

い

る
。
本
図
は
額
田
寺
の
後
身
で
あ
る
額
安
寺
（
現
在
の
奈
良
県
大
和
郡
山
市
額

田

部
寺
町
）
に
長
く
伝
来
し
、
戦
後
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
後
に
、
国

の
所
有
に
な
っ
た
（
現
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
。

　
額
田
部
氏
は
、
そ
の
本
拠
地
が
大
和
国
を
流
れ
る
諸
河
川
の
合
流
点
と
い
う
交
通

上
の
要
地
に

位
置

し
た
た
め
水
運
を
掌
握
し
、
ま
た
馬
の
飼
育
に
も
関
係
し
た
こ
と

か

ら
、
し
ば
し
ば
外
国
使
節
の
接
待
役
に
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
推
古
天
皇
（
額
田
部

皇
女
）
な
ど
王
子
女
の
養
育
を
担
当
し
た
と
い
わ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
『
聖
徳
太
子

伝
私
記
』
に
よ
れ
ば
額
田
寺
は
、
聖
徳
太
子
（
厩
戸
皇
子
）
が
そ
の
晩
年
に
田
村
皇

子

に
譲
っ
た
熊
凝
精
舎
の
後
身
で
あ
る
と
も
伝
承
さ
れ
る
。

　
本
稿
は
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
作
成
年
代
お
よ
び
作
成
目
的
を
子
細
に
検

討
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
平
群
郡
の
成
立
過
程
や
氏
族
の
分
布
を
前
提
に
、

額
田
部
氏
の
系
譜
と
職
掌
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
平
群
郡
の
成
立
過
程

　
ま
ず
、
平
群
郡
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
延
喜
式
』
民
部
上
の
国
郡
表

の
記
載

に
よ
れ
ば
、
律
令
制
下
の
大
和
国
に
は
以
下
に
示
す
よ
う
に
十
五
の
郡
が
存

在
し
た
。

　
　
　
　
　
添
上
　
添
下
　
平
群
　
広
瀬
　
葛
上
　
葛
下
　
忍
海
　
宇
智

　
大
和
大
管

　
　
　
　
　
吉
野
　
宇
陀
　
城
上
　
城
下
　
山
辺
　
十
市
　
高
市

　
『
延
喜
式
』
神
名
上
に
も
記
載
の
順
番
が
一
部
異
な
る
以
外
は
同
じ
郡
名
が
列
記
さ

　
　
　
　
ユ
　

れ
て

い

る
。
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
郡
は
、
『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
八
月
条
に
み
え
る

「倭
国
六
県
」
、
具
体
的
に
は
『
延
喜
式
』
祈
年
祭
祝
詞
に
「
高
市
・
葛
木
・
十
市
・

志
貴
・
山
辺
・
曾
布
」
と
あ
る
「
六
御
県
」
を
継
承
ま
た
は
分
割
し
て
立
郡
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
六
県
以
外
に
も
「
春
日
県
」
が
み
え
、
一
般
的
に
は
後
の
添

上
郡
春
日
郷
を
中
心
と
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
系
譜
伝
承
に
よ
れ
ば
十

市
県
あ
る
い
は
志
貴
県
と
の
関
係
が
強
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
前
身
と
す
る
見
解

　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

も
あ
る
。
ま
た
、
宇
陀
に
は
「
宇
陀
上
・
下
県
」
や
「
猛
田
県
」
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

高
市
郡
の
南
部
に
は
渡
来
人
が
居
住
す
る
「
今
来
郡
」
が
あ
り
、
北
部
の
高
市
県
と

併
合
さ
れ
て
立
郡
さ
れ
た
ら
し
い
。

　
一
方
、
国
造
に
つ
い
て
は
後
の
城
下
郡
大
和
郷
付
近
を
中
心
と
す
る
「
倭
国
造
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葛
木
に
は
「
葛
城
国
造
」
、
山
辺
郡
東
部
に
は
「
闘
鶏
国
造
」
が
み
え
る
が
、
古
い
時

代
の
設
定
を
伝
え
る
の
み
で
活
躍
の
記
事
は
少
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
志
貴
・
葛
木
・
山

辺
県
の
各
領
域
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
吉
野
・
宇
智
郡
の

地
域
は
「
吉
野
国
主
」
が
住
み
、
「
吉
野
国
」
と
称
さ
れ
る
独
立
し
た
地
域
で
、
御
賛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

を
献
上
す
る
な
ど
県
的
な
性
格
が
強
い
。

　
以
上
を
図
式
化
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
高
市
県
／
今
来
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
高
市
郡

葛
木
（
城
）
県
／
葛
城
国
造

十
市
県
／
春
日
県
？

志
貴
（
磯
城
）
県
／
大
倭
国
造

山
辺
県
／
闘
鶏
国
造
／
春
日
県
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曾
布

（
添
）
県
　
　

↓
所
布
評

宇
陀
上
下
県
・
猛
田
県

吉
野
国

↓
葛
上
・
葛
下
郡
・
（
忍
海
郡
）

↓
十
市
郡

↓
城
上
・
城
下
郡

↓
山
辺
郡

↓
添
上
・
添
下
郡

↓
宇
陀
郡

↓
吉
野
・
宇
智
郡

92



仁藤敦史［額田部氏の系譜と職掌］

　

こ
の
よ
う
に
、
大
和
国
で
は
、
県
や
国
造
国
か
ら
の
立
郡
ま
た
は
分
割
が
一
般
的

で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
な
お
、
倭
国
六
県
の
う
ち
葛
木
・
志
貴
・
曾
布
県
は
上
下
の
郡
に
分
割
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
分
割
時
期
に
つ
い
て
は
、
評
か
ら
郡
へ
移
行
す
る
大
宝
令
の
施
行
期
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
力
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
有
力
な
論
拠
と
さ
れ
て
い
た
山
背
国

葛
野
郡
の
分
割
の
事
例
が
、
「
乙
訓
評
」
木
簡
の
出
現
で
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
か
ら
す
れ
ば
、
現
状
で
は
蓋
然
性
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
り
、
明
瞭
な
根
拠
を
欠
く
こ

と
と
な
っ
た
。
葛
野
郡
の
分
割
の
事
例
を
紹
介
さ
れ
た
黛
弘
道
氏
自
身
も
後
に
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ

を
修
正
さ
れ
、
浄
御
原
令
段
階
に
お
け
る
分
割
と
し
た
。
少
な
く
と
も
藤
原
宮
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

木
簡
に
み
え
る
「
所
布
評
大
野
里
」
の
記
載
に
よ
る
限
り
、
天
武
朝
後
半
と
想
定
さ

れ

る
浄
御
原
令
の
先
行
施
行
に
よ
る
「
五
十
戸
」
記
載
か
ら
「
里
」
記
載
へ
の

　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

変
化
の
後
に
も
上
下
の
分
割
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

『続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
九
月
乙
酉
条
に
「
大
倭
国
添
上
下
二
郡
」
、
藤
原
宮
出
土
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

簡
に
「
曾
布
上
郡
大
宅
里
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
大
宝
令
の
施
行

直
後
に
は
上
下
二
郡
に
分
割
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
い
ぜ
ん
と
し
て
、

大
宝
令
の
施
行
に
伴
う
分
割
の
可
能
性
は
残
る
が
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
持

統
三
年
（
六
八
九
）
の
飛
鳥
浄
御
原
令
の
施
行
お
よ
び
翌
年
の
同
戸
令
に
基
づ
く
庚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

寅
年
籍
の
作
成
が
大
き
な
画
期
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
天
武
朝
後
半
期
に
お
け
る
令

　
　
　
　
（
1
7
）

制
国
の
成
立
や
五
十
戸
か
ら
里
制
へ
の
転
換
を
経
て
、
持
統
朝
に
至
り
国
や
里
と
抵

触
す
る
大
小
の
評
の
存
在
が
地
方
行
政
上
問
題
化
し
、
分
割
・
併
合
に
よ
る
均
質
化

が

図
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
改
新
の
詔
と
戸
令
定
郡
条
に
み
え

る
郡
（
評
）
の
等
級
規
定
に
つ
い
て
は
、
原
理
的
に
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
。
す

な
わ
ち
、
後
者
が
国
や
里
の
規
模
に
考
慮
し
て
二
里
か
ら
二
十
里
の
間
を
大
上
中
下

小
の
五
段
階
に
細
分
化
す
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
規
模
の
振
幅
が
大
き
く
最
大
四

十

里
、
最
小
一
里
の
間
に
大
中
小
の
三
段
階
を
設
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
単

な
る
里
数
の
多
少
だ
け
で
は
な
く
、
一
国
に
匹
敵
す
る
大
郡
（
評
）
や
一
里
に
等
し

い
小
郡

（評
）
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

大
化
改
新
詔

大
郡
　
三
十
一
～
四
十
里

中
郡
　
　
　
四
～
三
十
里

戸
令
定
郡
条

小下中上大
郡郡郡郡郡

十
六
～
二
十
里

十
二
～
十
五
里

八

～
十
一
里

四
～
七
里

二
～
三
里

　
小
郡
　
　
　
一
⊥
二
里

　
当
然
な
が
ら
、
大
宝
令
以
降
に
お
け
る
郡
と
連
続
し
な
い
評
は
、
大
評
お
よ
び
小

評
が

該
当
す
る
。
成
立
期
の
評
が
、
遅
れ
て
天
武
朝
後
半
期
に
成
立
す
る
令
制
国
や

里
の
存
在
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
せ
ず
に
、
そ
の
大
小
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

に

よ
り
も
行
政
区
画
と
し
て
の
未
熟
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
封
戸
制

の
整
備
と
の
関
連
で
、
課
役
や
兵
士
役
に
お
け
る
戸
の
均
質
化
が
全
国
的
な
造
籍
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

あ
る
庚
寅
年
籍
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
「
五
十
戸
」
編
成
は
そ
の
内
実

に
お
い
て
単
純
に
後
の
一
里
と
等
し
い
単
位
と
は
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

（2
0
）う
。
さ
ら
に
、
里
制
以
前
に
は
、
必
ず
し
も
五
十
戸
の
編
成
の
み
が
唯
一
の
編
成
原

理
で
は

な
く
、
一
部
に
は
三
十
戸
な
ど
の
編
成
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

　
　
（
2
1
）

て

い

る
。
こ
の
点
が
郡
制
下
の
里
と
大
き
く
異
な
る
点
で
、
さ
ら
に
伊
場
木
簡
第
二

一
号
の
歴
名
簡
に
み
え
る
「
駅
評
人
」
も
、
令
制
下
の
駅
家
郷
の
よ
う
に
、
常
備
す

べ
き
駅
馬
や
駅
子
の
数
に
規
定
さ
れ
て
駅
戸
数
（
大
路
二
十
戸
・
中
路
十
戸
・
小
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
2
）

五

戸
）
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
五
十
戸
以
下
で
の
編
成
が
想
定
さ
れ

る
。
評
は
こ
の
よ
う
に
郡
と
は
異
な
り
、
一
里
1
1
五
十
戸
の
編
成
を
必
ず
し
も
前
提

と
せ
ず
、
二
里
以
下
で
も
任
意
の
人
間
集
団
を
編
成
で
き
る
点
が
大
き
な
特
質
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
里
制
施
行
直
前
の
天
武
十
一
年
（
六
八
二
）
に
越
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗
）

蝦
夷
「
七
十
戸
」
を
「
一
郡
」
に
編
成
し
た
と
あ
る
の
は
、
評
制
の
こ
う
し
た
原
理

に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
郡
制
下
で
は
二
里
以
下
の
立
郡
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
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（
2
4
）

れ
て

い

な
い
が
、
蝦
夷
や
隼
人
な
ど
の
人
間
集
団
に
対
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
陸
奥
国

の

「黒
川
以
北
奥
郡
」
や
薩
摩
国
の
「
隼
人
十
一
郡
」
な
ど
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば

こ
う
し
た
編
成
が
特
例
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
辺
境
に
お
け
る
特
殊
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

例
で
は
な
く
、
「
日
本
古
代
国
家
の
系
統
発
生
を
地
域
的
規
模
で
く
り
返
し
て
い
る
」

と
見
る
べ
き
で
、
領
域
的
・
均
質
的
な
郡
制
へ
の
移
行
の
前
段
階
と
し
て
、
緩
や
か

に

人
間
集
団
を
編
成
・
支
配
す
る
と
い
う
評
制
の
本
質
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
伴
造
ー
部
民
制
的
な
旧
来
の
編
成
原
理
を
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
な
し
に

（格
別
の
抵
抗
が
な
か
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
）
、
人
間
集
団
と
奉
仕
先
の
一

対
一
の
対
応
と
い
う
限
定
を
つ
け
る
こ
と
が
成
立
期
の
評
の
属
性
で
あ
り
、
国
造
だ

け
で
な
く
駅
家
（
駅
評
）
、
神
社
（
伊
勢
神
郡
）
、
宮
（
飽
波
評
）
な
ど
多
様
な
奉
仕

先
が

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
行
政
区
画
と
し
て
の
均
質
な
領
域
性
の
保
持
は
孝
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

朝
段
階
に
は
深
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
極
端
に
い
え
ば
、

特
定
の
奉
仕
先
と
人
間
集
団
の
存
在
に
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
領
域
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

斑
状
な
分
布
や
飛
び
地
的
な
在
り
方
も
存
在
し
た
は
ず
で
、
「
奉
仕
根
源
」
を
異
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
2
8
）

る
人
間
集
団
同
士
は
容
易
に
統
廃
合
さ
れ
な
い
構
造
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
評
と
い
う
単
位
で
の
貢
納
奉
仕
関
係
の
一
元
化
・
明
確
化
と
い
う
い
う

意
昧
に

お
い
て
、
孝
徳
朝
の
「
天
下
立
評
」
は
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
郡
に
連
続
す

る
領
域
的
な
行
政
区
画
と
し
て
の
側
面
は
過
大
に
評
価
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
大
化
改
新
詔
に
み
え
る
郡
（
評
）
の
等
級
規
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
孝

徳
朝
当
時
の
も
の
と
す
る
に
は
、
全
国
的
に
均
質
な
里
（
五
十
戸
）
編
成
が
な
さ
れ

て

い

る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
が
、
少
な
く
と
も
当
時
に
お
い
て
均
質
な
賦
課
（
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

準
戸
）
を
前
提
と
し
た
五
十
戸
編
成
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
一
方
、

郡

（評
）
の
等
級
が
令
制
国
や
里
と
の
上
下
関
係
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
、

大
宝
令
以
前
の
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
は
戸
令
定
郡
条
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
四
十
里
と
い
う
大
郡
（
評
）
の
上
限
や
一
里
‖
一
郡
と
い
う
最
小
単
位
の
設
定

が
、
令
制
国
の
成
立
お
よ
び
全
国
的
規
模
で
の
里
制
の
施
行
以
降
に
お
い
て
は
あ
ま

り
現
実
昧
を
持
た
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
前
の
段
階
に
想
定
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
大
化
改
新
詔
に
み
え
る
郡
（
評
）
の
等
級
規
定
の
過
渡
期
的

な
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
未
熟
な
が
ら
も
領
域
的
編
戸
を
前
提
に
国
評
里
制
を
構
想
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
0
）

る
浄
御
原
令
段
階
で
は
あ
り
え
ず
、
「
断
二
盗
賊
与
二
浮
浪
一
」
と
み
え
、
人
間
集
団
の

身
分
的
把
握
を
目
的
と
し
た
庚
午
年
籍
段
階
に
対
応
す
る
規
定
で
あ
っ
た
と
考
え
て

　
　
　
諏
）

お
き
た
い
。

　
以
上
の
検
討

に
よ
れ
ば
、
大
倭
国
の
葛
木
・
志
貴
・
曾
布
評
が
上
下
に
分
割
さ
れ

る
時
期
は
、
領
域
的
編
戸
を
前
提
に
国
評
里
の
体
制
が
整
備
さ
れ
る
持
統
四
年
（
六

九

〇
）
の
庚
寅
年
籍
か
ら
大
宝
令
の
国
郡
制
施
行
の
間
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。

　
大
和
国
で
は
、
県
や
国
造
国
か
ら
の
立
郡
ま
た
は
分
割
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、

例
外
的
な
の
は
忍
海
・
広
瀬
・
平
群
（
飽
波
）
の
三
郡
で
あ
る
。
三
者
に
共
通
す
る

の

は
、
ま
ず
初
期
倭
王
権
の
有
力
な
構
成
氏
族
で
あ
っ
た
葛
城
氏
や
平
群
氏
の
勢
力

圏
に
含
ま
れ
な
が
ら
も
王
宮
を
中
心
に
独
自
の
領
域
を
構
成
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
奴
姉
や
渡
来
系
技
術
者
の
居
住
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
有
力
豪
族
の
拠

点
に
対
す
る
倭
王
権
の
支
配
拠
点
・
直
轄
地
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。

　
ま
ず
忍
海
郡
の
郡
名
は
大
宝
令
施
行
直
前
の
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
八
月
丁
未

条
に
初
見
す
る
が
、
当
郡
が
葛
上
郡
と
葛
下
郡
の
中
間
に
位
置
し
、
す
で
に
同
文
武

四
年
十
一
月
壬
寅
条
に
「
大
倭
国
葛
上
郡
」
の
表
記
が
み
え
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

「郡
」
字
の
修
飾
は
あ
る
も
の
の
評
制
段
階
に
は
す
で
に
立
評
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
当
地
に
は
、
『
古
事
記
』
清
寧
段
に
「
市
辺
忍
歯
別
王
之
妹
、
忍
海
郎
女
、
亦

名
飯
豊
王
、
坐
二
葛
城
忍
海
之
高
木
角
刺
一
宮
也
」
、
『
日
本
書
紀
』
顕
宗
即
位
前
紀
に

「天
皇
姉
飯
豊
皇
女
、
於
二
忍
海
角
刺
宮
「
臨
朝
乗
政
」
と
あ
る
よ
う
に
飯
豊
皇
女
が

居
住
し
た
忍
海
角
刺
宮
が
所
在
す
る
。
こ
の
宮
は
「
葛
城
忍
海
之
高
木
角
刺
宮
」
と

表
記

さ
れ
広
義
の
葛
城
地
域
に
含
ま
れ
る
。
地
名
に
ち
な
む
氏
族
と
し
て
は
、
渡
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

系
の
鉄
工
技
術
者
で
あ
る
忍
海
首
・
忍
海
漢
人
・
忍
海
村
主
が
お
り
、
忍
海
造
と
忍

海
部
に
つ
い
て
は
、
忍
海
角
刺
宮
に
奉
仕
し
た
名
代
と
そ
の
伴
造
と
す
る
説
も
あ
る

（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
轡

が
、
や
は
り
忍
海
漢
人
ら
と
の
密
接
な
関
係
は
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
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有
力
氏
族
は
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
義
の
葛
城
地
域
を
分
割
す
る
回
廊

の

よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
王
宮
の
経
営
や
渡
来
系
技
術

者
集
団
の
存
在
を
前
提
に
、
倭
王
権
の
介
入
に
よ
り
上
か
ら
設
定
さ
れ
た
直
轄
地
的

な
郡
（
評
）
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
広
瀬
郡
に
つ
い
て
も
、
そ
の
領
域
が
葛
下
郡
に
く
い
込
む
形
で
設
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
5
）

て

お

り
、
広
義
の
葛
城
地
域
を
割
い
て
成
立
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
郡
域
内
に

は

勾
金
橋
宮

（安
閑
）
・
百
済
大
井
宮
（
敏
達
）
・
百
済
宮
（
督
明
）
・
広
瀬
野
行
宮

（天
武
）
・
水
派
（
城
上
）
宮
（
彦
人
大
兄
）
な
ど
敏
達
系
王
族
に
よ
る
多
数
の
宮
が

　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

経
営

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
宮
に
は
広
瀬
村
常
奴
脾
が
奉
仕
し
た
。
奈
良
盆
地

を
流
れ
る
諸
河
川
の
合
流
点
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
天
武
朝
に
は
広
瀬
神
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

祭
祀
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。
当
地
に
も
有
力
な
氏
族
は
居
住
し
て
お
ら
ず
、
王

宮
の
経
営
や
国
家
的
祭
祀
を
前
提
に
、
倭
王
権
の
介
入
に
よ
り
上
か
ら
設
定
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

直
轄
地
的
な
郡
（
評
）
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
忍
海
郡
や
広
瀬
郡

と
同
様
な
傾
向
は
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
平
群
（
飽
波
）
郡
に

お

い
て

も
指
摘
で
き
る
。
平
群
郡
本
体
は
、
『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
る
平
群
山
で
の
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

狩
の

行
事
に
よ
れ
ば
、
在
地
豪
族
平
群
氏
に
よ
る
王
権
へ
の
奉
仕
が
推
測
さ
れ
、
ま

さ
に
「
紀
氏
家
牒
」
に
「
平
群
県
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
倭
国
六
県
と
同
じ
く

平
群
氏

に
よ
り
奉
仕
さ
れ
る
県
的
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
天
武

朝
以
降
に
は
、
先
述
し
た
広
瀬
社
と
並
ぶ
竜
田
社
の
国
家
的
祭
祀
が
開
始
さ
れ
、
様

相
は

や
や
変
化
す
る
。

　
一
方
、
後
の
飽
波
郷
・
額
田
郷
の
地
域
は
、
独
立
し
た
地
域
と
し
て
評
制
下
に
お

い
て
複
雑
な
変
遷
を
す
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
四
月
辛
丑
条

　
　
倭
国
飽
波
郡
言
、
雌
鶏
化
レ
雄
。

　
正
倉
院
蔵
法
隆
寺
幡
銘

　
　
阿
久
奈
弥
評
君
女
子
為
父
母
作
幡
口

　
天
武
紀
に
み
え
る
「
倭
国
飽
波
郡
」
の
名
前
が
、
大
宝
令
以
降
の
郡
名
と
し
て
確

認
さ
れ
な
い
こ
と
、
『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
平
群
郡
に
飽
波
郷
が
存
在
す
る
こ
と
、
七

世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
る
法
隆
寺
幡
銘
に
「
飽
波
評
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
か

ら
『
日
本
書
紀
』
の
「
郡
」
字
表
記
は
潤
色
で
あ
る
が
、
七
世
紀
後
半
に
「
飽
波

（阿
久
奈
弥
）
評
」
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
宝
令
の
郡

制
施
行
ま
で
は
存
続
せ
ず
、
隣
接
す
る
平
群
郡
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
（
4
1
）

が
推
測
さ
れ
る
。
当
地
に
は
、
厩
戸
皇
子
の
「
飽
波
葦
塙
宮
」
、
称
徳
朝
の
離
宮
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
〕

て

「飽
浪
宮
」
が
営
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
宮
に
は
「
飽
波
村
常
奴
稗
」
が
奉

　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

仕

し
た
と
推
測
さ
れ
、
法
隆
寺
の
奴
が
飽
波
宮
で
爵
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
本
来
的
に
は
上
宮
王
家
に
隷
属
し
、
飽
波
地
域
に
居
住
す
る
奴

脾
集
団
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
阿
智
使
主
が
朝
鮮
三
国
か
ら
仁
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坐

朝
に
呼
び
寄
せ
た
渡
来
系
技
術
者
の
子
孫
に
「
飽
波
村
主
」
が
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

飽
波
評
の
立
評
が
宮
お
よ
び
奴
脾
・
渡
来
系
技
術
者
の
居
住
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、

倭
王
権
の
支
配
拠
点
・
直
轄
地
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
飽
波
評
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
郡
は
二
里
1
1
百
戸
以
上
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う

戸
令
定
郡
条
の
規
定
を
意
識
し
て
、
飽
波
郷
だ
け
で
な
く
東
側
の
額
田
郷
を
含
む
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

域
的
な
ま
と
ま
り
を
想
定
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
に
先
述

し
た
よ
う
に
評
が
領
域
的
な
郡
と
は
基
本
的
に
異
な
る
人
間
集
団
の
把
握
と
い
う
構

成
原
理
を
有
す
る
こ
と
、
第
二
に
飽
波
評
が
大
宝
令
以
降
に
郡
と
し
て
存
続
し
な
い

こ
と
、
第
三
に
飽
波
評
の
奉
仕
対
象
で
あ
る
飽
波
宮
の
所
在
地
と
し
て
、
近
年
の
発

掘
調
査
に
よ
り
富
雄
川
の
西
岸
に
あ
る
上
宮
遺
跡
が
有
力
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
評

の

想
定
領
域
か
ら
は
ず
れ
る
こ
と
、
な
ど
を
重
視
す
る
な
ら
ば
飽
波
評
を
令
制
下
の

郡

と
同
じ
よ
う
に
飽
波
郷
だ
け
で
な
く
額
田
郷
を
含
む
二
郷
以
上
か
ら
構
成
さ
れ
、

富
雄
川
と
佐
保
川
間
の
領
域
的
な
ま
と
ま
り
を
持
つ
は
ず
だ
と
い
う
先
入
観
念
を
捨

て

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
な
に
よ
り
も
大
宝
令
以
降
に
連
続
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
郡
と
し
て
の
基
本
的
な
要
件
を
欠
い
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
で
あ
り
、
に
も
か

か

わ
ら
ず
評
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
は
飽
波
評
に
こ
そ
郡
と
の
異
質
性
、
す
な
わ
ち

評

と
し
て
の
独
自
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
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考
え
る
な
ら
ば
、
額
田
地
域
の
所
属
を
示
す
次
の
よ
う
な
記
載
は
無
視
で
き
な
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
仁
賢
六
年
是
歳
条

　
　
日
鷹
吉
士
、
還
レ
自
一
高
麗
「
献
ニ
工
匠
須
流
枳
・
奴
流
枳
等
つ
今
大
倭
国
山
辺
郡

　
　
額
田
口
巴
軌
…
皮
古
同
麗
｛
、
　
是
其
後
也
。

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
年
十
月
辛
卯
条

　
　
律
師
道
慈
法
師
卒
。
天
平
元
年
為
・
律
師
。
法
師
、
俗
姓
額
田
氏
、
添
下
郡
人
也
。

す
な
わ
ち
、
前
者
は
日
鷹
吉
士
が
高
麗
か
ら
還
っ
て
、
工
匠
の
須
流
枳
・
奴
流
枳
等

を
献
じ
た
と
す
る
記
載
で
、
『
日
本
書
紀
』
編
纂
時
点
に
お
い
て
大
倭
国
山
辺
郡
額
田

邑
の
熟
皮
高
麗
が
そ
の
後
商
で
あ
る
と
注
記
す
る
。
ち
な
み
に
『
大
和
志
』
は
額
田

邑
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
「
嘉
幡
村
西
十
町
許
有
二
皮
工
邑
一
隣
二
平
群
郡
額
田
部
村
⊆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
｝

と
記
し
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
渡
来
系
技
術
者
と
し
て
「
額
田
村
主
」
が
み
え
る
。

後
者
は
、
大
安
寺
（
大
官
大
寺
）
の
平
城
京
移
転
に
功
績
が
あ
っ
た
道
慈
で
、
俗
姓

額
田

氏
、
添
下
郡
出
身
と
す
る
。
前
者
の
注
記
は
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
が
開
始
さ

れ

た
天
武
十
年
以
降
、
養
老
四
年
の
撰
上
の
間
、
後
者
は
卒
時
に
お
い
て
七
十
有
余

歳
と
あ
る
こ
と
か
ら
天
智
朝
か
ら
天
武
朝
初
期
に
か
け
て
の
生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
額
田
郷
の
地
域
が
大
宝
令
の
施
行
ま
で
に
平
群
郡
域
へ
編
入
さ
れ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
七
世
紀
後
半
に
は
山
辺
評
あ
る
い
は
所
布
評
に
所
属
し
た
可
能
性
を

示
唆
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
二
つ
の
史
料
は
平
群
郡
と
は
異
な
る
所
属
を
示
す
た

め
、
令
制
下
の
郡
域
を
前
提
に
す
る
限
り
、
明
瞭
な
位
置
づ
け
が
で
き
な
か
っ
た
。

お
そ
ら
く
下
つ
道
に
よ
っ
て
郡
域
を
区
分
し
、
西
側
を
平
群
郡
域
と
す
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
大
宝
令
の
施
行
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
人
間
集
団
の
把
握
に
対
応

し
て
、
後
の
額
田
郷
域
の
北
部
は
所
布
（
ま
た
は
添
上
）
評
、
東
南
部
（
大
和
川
と

佐
保
川
お
よ
び
下
つ
道
に
挟
ま
れ
た
地
域
）
は
山
辺
評
と
し
て
把
握
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
（
図
1
参
照
）
。

　
さ
ら
に
、
山
辺
郡
額
田
邑
の
熟
皮
高
麗
に
つ
い
て
、
『
令
集
解
』
職
員
令
大
蔵
省
条

の
古
記
・
令
釈
に
は
狛
戸
の
注
釈
と
し
て

　
　
別
記
云
、
忍
海
戸
狛
人
五
戸
、
竹
志
戸
狛
人
七
戸
、
合
十
二
戸
。
役
日
無
レ
限
、

　
　
但
年
料
牛
皮
廿
張
以
下
令
レ
作
。
村
々
狛
人
三
十
戸
、
宮
郡
狛
人
十
四
戸
、
大

　
　
狛
染
六
戸
、
右
五
色
人
等
為
二
品
部
「
免
二
調
役
一
也
。

と
あ
り
、
別
記
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
五
色
の
狛
戸
の
な
か
に
含
ま
れ
る

可
能
性
が
高
い
。
額
田
邑
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
「
村
々
狛
人
三
十
戸
」
に
含
ま

れ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し
「
宮
郡
狛
人
十
四
戸
」
の
宮
郡
を
大
宝
令
以
前
に

存
在
し
た
飽
波
宮
を
中
核
と
す
る
郡
（
評
）
、
す
な
わ
ち
飽
波
評
に
比
定
す
る
こ
と
が

可
能

な
ら
ば
、
領
域
的
に
は
他
評
（
山
辺
評
）
に
属
す
る
人
間
集
団
を
飛
び
地
的
に

支
配
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
額
田
寺
が
「
熊
凝
」
（
く
ま
こ
お
り
）

寺
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
「
く
ま
」
が
「
隈
」
の
意
で
、
郡
（
評
）
境
を
示
す
と
す
れ
ば
、

「飛
び
地
」
的
に
評
の
中
心
か
ら
遠
く
は
ず
れ
た
場
所
を
示
す
表
現
と
し
て
理
解
が
可

　
　
　
（
4
7
）

能
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
額
田
郷
の
地
域
が
七
世
紀
後
半
に
お
い
て
隣
接
す
る
他
評
に
含
ま
れ

て

い

た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
な
ら
ば
、
飽
波
評
は
後
の
飽
波
郷
の
地
域
（
富
雄
川

と
岡
崎
川
に
挟
ま
れ
た
三
角
地
帯
）
に
限
定
さ
れ
（
庚
寅
年
籍
以
前
に
は
熊
凝
に
位

置

し
「
宮
郡
狛
人
十
四
戸
」
と
さ
れ
る
品
部
集
団
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
）
、
一

里

1
1
五
十
戸
程
度
か
ら
構
成
さ
れ
る
小
規
模
な
評
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
奉
仕
先
が
夜
摩
（
屋
部
）
郷
に
属
す
る
富
雄
川
対
岸
の
飽
波
宮
で
あ
っ
た

と
す
る
な
ら
ば
、
領
域
を
越
え
た
奉
仕
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
き
に
、
人
間
集
団

と
奉
仕
先
の
一
対
一
の
対
応
と
い
う
評
の
基
本
的
属
性
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
、
領

域
的
に
は
斑
状
な
分
布
や
飛
び
地
的
な
在
り
方
が
理
論
上
あ
り
得
る
こ
と
を
論
じ
た

が
、
ま
さ
に
飽
波
郷
お
よ
び
額
田
郷
の
地
域
は
、
七
世
紀
後
半
に
お
い
て
平
群
・
飽

波
・
所
布
・
山
辺
と
い
う
四
つ
評
が
奉
仕
関
係
に
よ
り
領
域
的
に
は
錯
綜
し
て
い
た

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
大
宝
令
以
降
に
お
け
る
平
群
郡
は
、
こ
う
し
た
錯
綜
し
た
関
係
を
領
域
的
に
再
編

し
、
下
つ
道
と
い
う
人
為
的
な
直
線
道
路
を
郡
境
と
し
、
一
里
か
ら
構
成
さ
れ
、
か

つ
宮
を
奉
仕
先
と
す
る
領
域
的
に
は
特
殊
な
評
を
廃
止
、
併
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

均
質
な
里
を
基
礎
単
位
と
す
る
行
政
区
画
と
し
て
完
成
す
る
。
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②
額
田
部
氏
の
系
譜
と
職
掌

　
平
群
郡
の
成
立
過
程
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
た
う
え
で
、
当
郡
の
氏
族
構
成
を
概

観
し
、
額
田
部
氏
の
諸
系
統
と
職
掌
を
考
察
す
る
。

　
ま
ず
、
『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
平
群
郡
の
郷
は
、
額
田
・
飽
波
・
夜
麻
・
平
群
・

坂
門
・
那
珂
の
六
郷
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
並
流
記
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
4
8
）

財
帳
」
に
「
屋
部
郷
」
が
み
え
る
が
、
夜
麻
郷
と
同
所
で
あ
る
。
夜
麻
郷
の
地
名
は

延
暦
四
年
（
七
八
五
）
に
桓
武
天
皇
の
諄
（
山
部
）
を
避
け
て
、
単
に
山
（
夜
麻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9

と
改
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
本
来
は
法
隆
寺
伝
来
幡
銘
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

に

「山
部
五
十
戸
婦
」
「
山
部
名
嶋
亘
古
連
公
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
山
部
氏
が
居

住
す
る
「
山
部
郷
」
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
屋
部
郷
も
「
山
部
郷
」
の
省
略
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
む

表
記
と
考
え
ら
れ
る
。

　
平
群
郡
六
郷
の

比
定
地
は
、
現
在
の
遺
存
地
名
や
条
里
記
載
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

東
か
ら
西
へ
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
（
図
1
参
照
）
。

　
額
田
郷
－
現
大
和
郡
山
市
額
田
部
寺
町
額
安
寺
付
近

　
飽
波
郷
ー
現
生
駒
郡
安
堵
村
東
安
堵
・
西
安
堵
付
近

　
夜
麻
郷

（屋
部
郷
）
ー
現
生
駒
郡
斑
鳩
町
東
部

　
坂
門
郷
ー
現
生
駒
郡
斑
鳩
町
西
部

　
平
群
郷
ー
現
生
駒
郡
平
群
町

　
那
珂
郷
ー
現
生
駒
郡
三
郷
町
勢
野
付
近

　

こ
れ
ら
平
群
郡
の
諸
郷
内
に
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
氏
族
は
、
額
田
部
氏
系
・

平
群
氏
系
・
物
部
系
・
渡
来
系
・
上
宮
王
家
系
・
そ
の
他
、
と
い
う
六
つ
ほ
ど
の
グ

ル

ー
プ
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
（
表
1
参
照
）
。
こ
の
他
に
も
、
平
安
時
代
に
行
わ
れ

た

法
隆
寺
一
切
経
の
奥
書
に
は
、
多
数
の
氏
族
名
が
確
認
さ
れ
る
が
、
古
く
か
ら
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

住

し
た
の
か
は
必
ず
し
も
確
実
で
は
な
い
。
居
住
場
所
は
、
額
田
部
氏
が
額
田
郷
、

山
部
連
は
夜
麻
郷
、
平
群
氏
は
平
群
郷
、
と
い
う
よ
う
に
基
本
的
に
郷
里
ご
と
に
有

表
1
　
平
群
郡
の
古
代
氏
族

氏
姓

身
分

出
典
・
備
考

額
田
部
氏
系

額
田
部
宿
禰

平
群
郡
九
条
三
里
二
十
六
坪
船
墓
被
葬
者

「額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」

額
田
部
河
田
連

天
津
彦
根
命
の
後
商
　
賜
姓
額
田
連

『新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別

額
田

部
河
田
連
条

額
田
部

平
群
郡
額
田
郷

『和
名
抄
』

平
群
郡
擬
主
帳
欠
名

『平
安
遺
文
』
一
1
一
六
三
号
文
書

貞
観
十
二
年

『唐
招
提
寺
史
料
』
一
ー
一
〇
六
号
文
書

平
群
郡
八

条
九
・
十
里
北
辺
に
山
を
所
有

『平
安
遺
文
』
一
ー
二
一
二
一
号
文
書

吉
雄

延
長
六
年

平
群
郡
少
領
　
茂
業

平
群
郡
大
領
兼
惣
行
事
　
茂
業

『平
安
遺
文
』
一
ー
二
六
四
号
文
書

天
暦
六
年

平
群
氏
系

平
群
臣

平
群
郡
平
群
郷

『和
名
抄
』

（平
群
朝
臣
）

平
群
郡
式
内
社
「
平
群
神
社
」

『延
喜
式
』
神
名
上

平
群
県
平
群
里
　
平
群
木
菟
宿
禰
の
後
商

『紀
氏
家
牒
』

平
群
郡
副
擬
主
帳
　
糸
主

『平
安
遺
文
』
一
ー
一
六
三
号
文
書

貞
観
十
二
年

『唐
招
提
寺
史
料
』
一
ー
一
〇
六
号
文
書

平
群
郡
刀
禰
　
朝
臣
常
茂

『平
安
遺
文
』
一
i
二
三
一
号
文
書

延
長
六
年

平
群
郡
擬
主
帳
　
欠
名

平
群
郡

国
目
代
弟
臣

平
群
郡
坂

門
郷
刀
禰
欠
名

天
慶
六
年
権
少
橡
某
牒

（
『大
和
志
料
』
所
収
）

平
群
郡
保
讃
刀
禰
　
常
茂

『平
安
遺
文
』
一
ー
二
六
四
号
文
書

天
暦
六
年

平
群
郡
権
行
事
右
兵
衛
　
欠
名

平
群
郡
保
謹
刀
禰
　
隆
仁

『平
安
遺
文
』
二
⊥
二
〇
八
号
文
書

天
延
二
年

平
群
郡
保
謡
刀
禰
　
隆
仁

『平
安
遺
文
』
二
ー
三
五
二
号
文
書

正
暦
二
年

生
母
　
姉
子

『平
安
遺
文
』
五
ー
一
八
＝
二
号
文
書

永
久
二
年

額
田
首

平
群
県
額
田
里
　
平
群
真
鳥
大
臣
弟

『紀
氏
家
牒
』

平
群
木
兎
宿
禰
の
後
商
　
母
氏
の
姓

『新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
皇
別

額
田

首

都
菩
臣

平
群
郡
平
群
郷
　
足
嶋

大
般
若
波
羅
密

多
経
第
五
＝
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奥
書
（
『寧
楽
遺
文
』
中
巻
六
一
二
頁
）

（都
保
朝
臣
）

都
久
足
尼
之
後
　
平
群
朝
臣
同
族

『新
撰
姓
氏
録
』
右
京
皇
別

都
保
朝
臣

馬
工
連

平
群
県
（
額
田
里
？
）
額
田
駒
宿
禰
の
後
商

『紀
氏
家
牒
』

（馬
御
織
連
）

平
群
都
久
宿
禰
の
後
商
　
平
群
臣
同
族

『古
事
記
』
孝
元
段

物
部
氏
系

坂
戸
物
部

平
群
郡
坂
戸
郷

『和
名
抄
』

中
臣
熊
凝
連

神
饒
速
日
命
の
後
喬
、
物
部
連
同
族

『新
撰
姓

氏
録
』
右
京
神
別
上

（熊
凝
朝
臣
）

中
臣
熊
凝
朝
臣

中
臣
熊
凝
朝
臣
か
ら
の
改
姓
　
五
百
嶋

『続
日
本
紀
』
天
平
十
七
年
八
月
条

熊
凝
寺
・
熊
凝
村

「大
安
寺
伽
藍
井
流
記
資
財
帳
」

平
群
郡
熊
凝
道
場

「三
代
実
録
』
元
慶
四
年
十
月
二
十
日
条

熊
凝
寺
‖
平
群
郡
額
田
郷
額
田
寺

『聖
徳
太
子
伝
私
記
』
下
巻

渡
来
系

熟
皮
高
麗

高
麗
よ
り
の
工
匠
の
子
孫

『
日
本
書
紀
』
仁
賢
六
年
是
歳
条

額
田
村
主

呉
国
人
、
平
群
郡
額
田
郷
？

『新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
諸
蕃

額
田

村
主
条

仁
徳
朝
渡
来

『坂
上
系
図
』
所
引
『
新
撰
姓
氏

録
』
逸
文

飽
波
村
主

仁
徳
朝
渡
来
、
平
群
郡
飽
波
郷
？

「坂
上
系
図
』
所
引
『
新
撰
姓
氏

録
』
逸
文

大
石
村
主

仁
徳
朝
渡
来

『坂
上
系
図
』
所
引
『
新
撰
姓
氏

（大
石
）

録
』
逸
文

平
群
郡
保
讃
刀
禰
　
豊
山

『平
安
遺
文
』
一
ー
一
六
三
号
文
書

貞
観
十
二
年

『唐
招
提
寺
史
料
』
「
ー
一
〇
六
号
文
書

平
群
郡
擬
少
領
欠
名

『平
安
遺
文
』
一
ー
二
三
一
号
文
書

延
長
六
年

大
窪
史

阿
古
、
誓
願
幡
、
和
銅
七
年
十
二
月

法
隆
寺
幡
銘

『法
隆
寺
良
訓
補
忘
集
』

大
原
史

平
群
郡
坂
門
郷
戸
主
少
初
位
上
男
君
・

勘
籍
歴
名
（
『
大
日
古
』
編
年

戸
口

長
嶋

二
五
ー
九
三
頁
）

法
隆
寺
へ
の
写
経
施
入
　
口
刀
古

「喩
伽
師
地
論
」
巻
第
八
十
　
天
平
四
年

（『法
隆
寺
良
訓
補
忘
集
』
）

法
隆
寺
へ
の
写
経
施
入
　
三
子

「普
超
三
昧
経
」
巻
中
　
永
久
三
年

（『法
隆
寺
の
至
宝
』
七
ー
二
五
三
頁
）

熊
凝

僧
正
福
亮
、
呉
人

『僧
綱
補
任
抄
出
』
上
、
僧
正
福
亮
条

日
根
連

平
群
郡
九
条
三
里
三
十
一
坪
千
虫
家
（
額
田
郷
）

「額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」

（日
根
造
）

新
・
。
維
系
渡
来
人

『新
撰
姓
氏
録
』
和
泉
国
諸
蕃
日
根
造

調
使

厩
戸
皇
子
舎
人

　
麻
呂

『上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闘
記
』
ほ
か

（高
向
調
使
）

平
群
郡
十
条
四
里
四
坪
墾
田
主
（
額
田
郷
∀

「額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」

（高
向
史
）

応
仁
朝
渡
来

『坂
上

系
図
』
所
引
『
新
撰
姓
氏

録
』
逸
文

法
隆
寺
へ
の
写
経
施
入
　
恒
定

法
隆
寺
一
切
経
「
須
摩
提
菩
薩
経
」

永
久
三
年

（『法
隆
寺
の
至
宝
』
七
ー
二
五
〇
頁
）

法
隆
寺
へ
の
写
経
施
入
　
善
財
（
坂
門
郷
？
）

法
隆
寺
一
切
経
「
大
方
広
入
如
来

智
徳
不

思
議
経
」
永
久
四
年

（『法
隆
寺
の
至
宝
』
七
ー
二
六
四
頁
）

内
蔵

法
隆
寺
へ
の
写
経
施
入
　
姉
子
（
坂
門
郷
？
）

同
右

津
守

法
隆
寺
へ
の
写
経
施
入
　
三
子
（
坂
門
郷
？
）

同
右

上
宮
王
家
系

山
部
連

平
群
郡
人

　
東
人
　
和
銅
五
年
五
月

『平
城
宮
出
土
木
簡
概
報
』
六
ー
五
頁

（山
部
宿
禰
）

平
群
郡
屋
部
郷
（
山
部
郷
）

「法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」

平
群
郡
夜
麻
郷
（
山
部
郷
）

『和
名
抄
』

山
部
殿
奴
　
辛
酉
年
三
月
六
日

東
京
国
立
博
物
館
蔵
法
隆
寺
幡
銘

山
部
五
十
戸
婦
　
癸
亥
年

（『法
隆
寺
献
納
宝
物
銘
文
集成
』
）

山
部
名
嶋
弓
舌
連
公

山
部
連
公
奴

正
倉
院
蔵
法
隆
寺
幡
銘

（
『正
倉
院
年
報
』
四
）

膳
臣

膳
臣
斑
鳩

『
日
本
書
紀
』
雄
略
八
年
二
月
条

（高
橋
朝
臣
）

法
輪
寺
壇
越
、
膳
臣
住
宅

巻
子
本
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』

平
群
郡
夜
摩
郷
？

高
安
本
宅
（
高
橋
宮
）
平
群
郡
飽
波
郷
？

『聖
徳
太
子
伝
私
記
』

現
斑
鳩
町
高
安
に
小
字
「
高
橋
」

平
群
郡
額
田
東
郷
九
条
三
里
四
坪
付
近

『大
和
郡
山
市
史
』
史
料
集

「
カ
シ
ワ
テ
」
・
「
カ
シ
バ
テ
」
・
「
膳
手
」

額
安
寺
古
文
書

厩
戸
皇
子
妃

（膳
菩
岐
々
美
郎
女
）

『法
王
帝
説
』
、
『
上
宮
記
』
逸
文

紀
臣

平
群
県
紀
里

『紀
氏
家
牒
』

（紀
朝
臣
）

平
群
郡
式
内
社
「
平
群
坐
紀
氏
神
社
」

『延
喜
式
』
神
名
上

平
群
郡
東
条
一
平
群
里
　
紀
氏
神
地

『平
安
遺
文
』
一
ー
一
六
三
号
文
書

貞
観
十
二
年

平
群
郡
保
讃
刀
禰
　
朝
臣
氏
世
・
本
男

『唐
招
提
寺
史
料
』
一
i
一
〇
六
号
文
書

平
群
郡
刀
禰
　
朝
臣
良
茂
・
安
流

『平
安
遺
文
』
　
一
ー
二
三
一
号
文
書

延
長
六
年

平
群
郡
夜
摩
郷
十
条
八
里
三
坪
田
地

『平
安
遺
文
』
八
ー
四
〇
七
五
号
文
書

「紀
嫡
子
先
祖
相
伝
私
領
」

寿
永
二
年

山
背
大
兄
王
即
位
支
持
の
大
夫

『
日
本
書
紀
』
針
明
即
位
前
紀

紀
臣
塩
手

石
川
朝
臣

平
群
郡
保
護
刀
禰
　
宗
雄

『平
安
遺
文
』
　
一
ー
一
六
三
号
文
書

（蘇
我
臣
）

貞
観
十
二
年

『唐
招
提
寺
史
料
』
一
ー
↓
〇
六
号
文
書

厩
戸
皇
子
妃
（
蘇
我
刀
自
古
郎
女
）

『法
王
帝
説
』
、
『
上
宮
記
』
逸
文

間
人
宿
禰

平
群
郡
保
讃
刀
禰
　
家
吉

『平
安
遺
文
』
　
一
ー
一
六
三
号
文
書
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貞
観
十
二
年

『唐
招
提
寺
史
料
」
一
ー
一
〇
六
号
文
書

厩
戸
皇
子
母
（
穴
穂
部
間
人
皇
女
）

『
日
本
書
紀
』
用
明
元
年
正
月
壬

子
朔
条

三
嶋
県
主

平
群

郡
擬
大
領
宗
人

『平
安
遺
文
』
　
一
ー
一
六
三
号
文
書

貞
観
十
二
年

『唐
招
提
寺
史
料
』
一
ー
一
〇
六
号
文
書

山
背
大
兄
王
娘
（
三
嶋
女
王
）

『法
王
帝
説
』
『
聖
徳
太
子
伝
補
闘
記
』

三
統
宿
禰

平
群
郡
保
讃
刀
禰
　
元
典
・
絨
暢

「平
安
遺
文
』
　
一
⊥
三
二
号
文
書

（日
置
宿
禰
）

平
群
郡
八
条
九
・
十
里
地
山
所
有
　
普
子

延
長
六
年

（日
置
造
？
）

平
群
郡
坂
門
郷
刀
禰
　
欠
名

天
慶
六
年
権
少
橡
某
牒
（
『
大
和

志
料
』
所
収
）

平
群
郡
在
地
刀
禰
　
欠
名

『平
安
遺
文
』
三
ー
六
三
七
号
文
書

永
承
元
年

日
置
宿
禰
か
ら
三
統
宿
禰
へ
の
改
姓

『続
日
本
後
紀
』
承
和
十
一
年
十

月
庚
辰
条

左
京
人
左
京
諸
蕃
　
日
置
造

『新
撰
姓
氏
録
』
左
京
諸
蕃
下

高
麗
国
人
出
自

日
置
造

厩
戸
皇
子
の
子
（
日
置
王
）

『法
王
帝
説
』
、
『
上
宮
記
』
逸
文

そ
の
他

巨
勢
臣

平
群
郡
九
条
三
里
三
十
二
坪
朝
臣
古
麻
呂
家
地

「額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」

（巨
勢
朝
臣
）

上
宮
王
莞
時
の
歌
、
巨
勢
三
杖
大
夫

『法
王
帝
説
』

上
宮
王
家
滅
亡
事
件
の
将
軍
　
小
徳
徳
太

『
日
本
書
紀
』
皇
極
二
年
十
｝
月

丙
子
朔
条

大
化
三
年
　
法
隆
寺
へ
の
食
封
施
入
宣
命
徳
陀

「法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」

飽
波
評
君

阿
久
奈
弥
評
君

正
倉
院
蔵
法
隆
寺
幡
銘

（『正
倉
院
年
報
』
四
）

（飽
波
）

飽
波
書
刀
自

東
京
国
立
博
物
館
蔵
法
隆
寺
幡
銘

（『法
隆
寺
献
納
宝
物
銘
文
集
成
』
）

中
臣
朝
臣

平
群
郡
九
条
三
里
十
六
・
十
七
・
二
十
・

「額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」

（大
中
臣
）

二
十
一
・
二
十
八
坪
朝
臣
毛
人
家
（
額
田
郷
）

同
十
条
四
里
十
六
・
十
七
坪
朝
臣
毛
人
畠

同
右

平
群
郡
国
司
代
内
竪
　
欠
名

『平
安
遺
文
』
一
⊥
三
二
号
文
書

延
長
六
年

高
志
連

平
群
郡
口
領
元
位
　
継
成

『平
安
遺
文
』
一
ー
一
六
三
号
文
書

貞
観
十
二
年

『唐
招
提
寺
史
料
』
一
ー
一
〇
六
号
文
書

高
市
連

平
群
郡
保
讃
刀
禰
豊
宗

同
右

穂
積
朝
臣

平
群
郡
保
護
刀
禰
　
興
志

同
右

発
勢
朝
臣

平
群
郡
保
讃
刀
禰
　
浄
河

同
右

五
百
井
造

平
群
郡
保
讃

刀
禰
道
虫

同
右

（五
百
井
）

平
群
郡
行
事
内
竪
　
欠
名

『平
安
遺
文
』
一
ー
二
六
四
号
文
書

天
暦
六
年

五
百
井
村
（
現
斑
鳩
町
町
名
）

法
隆
寺
一
切
経
「
華
厳
経
巻
二
こ

保
安
三
年
（
『
法
隆
寺
の
至
宝
』

七
ー
一
五
・
二
五
一
頁
）

丈
部

平
群
郡
保
讃
刀
禰
　
欠
名

『平
安
遺
文
』
　
一
ー
二
六
四
号
文
書

天
暦
六
年

平
群
郡
坂
門
郷
刀
禰
　
欠
名

天
慶
六
年
権
少
橡
某
牒
（
『
大
和
志

料
』
所
収
）

平
群
郡
保
謹
刀
禰
　
時
寛

『平
安
遺
文
』
二
ー
三
〇
八
号
文
書

天
延
二
年

平
群
郡
保
設
刀
禰
　
時
寛

『平
安
遺
文
』
二
ー
三
五
二
号
文
書

正
暦
二
年

子
部

平
群
郡
保
讃
刀
禰
　
欠
名

『平
安
遺
文
』
　
一
ー
二
六
四
号
文
書

天
暦
六
年

平
群
郡
坂
門
郷

刀
禰
欠
名

天
慶
六
年
権
少
橡
某
牒
（
『
大
和
志

料
』
所
収
）

平
群
郡
在
地
刀
禰
　
欠
名

『平
安
遺
文
』
三
ー
六
三
七
号
文
書

永
承
元
年

法
隆
寺
へ
の
写
経
施
入
　
中
子

法
隆
寺
一
切
経
「
華
厳
経
巻
二
一
」

保
安
三
年

（「法
隆
寺
の
至
宝
』
七
ー
二
五
一
頁
）

法
隆
寺
へ
の
写
経
施
入
　
常
永

法
隆
寺
一
切
経
「
華
厳
経
巻
二
こ

保

安
三
年
（
『
法
隆
寺
の
至
宝
』

七
ー
一
五
・
二
五
一
頁
〉

◎
堀
池
春
峰

「斑
鳩
の
氏
族
」
（
『
斑
鳩
町
史
』
一
九
七
九
年
）
、
加
藤
謙
吉
「
平
群
地
方
の
地
域
的
特

　
性
と
藤
ノ
木
古
墳
」
（
『
大
和
王
権
と
古
代
氏
族
』
吉
川
弘
文
館
、
「
九
九
「
年
、
初
出
「
九
八
九
年
）

　
を
参
考
に
、
増
補
改
訂
し
た
。

力
氏
族
の
居
住
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
以
外
に
は
、
飽
波
郷
か
ら
夜
麻
郷
に
か
け
て

膳
臣
氏
、
平
群
郷
に
は
紀
臣
氏
が
居
住
す
る
が
、
本
来
的
な
居
住
地
で
は
な
く
、
十

市
郡
（
現
橿
原
市
膳
夫
町
）
や
紀
伊
国
名
草
郡
（
現
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）
か
ら
の

二
次
的
な
進
出
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ

（鯉る
。
こ
こ
で
は
、
紀
臣
塩
手
が
山
背
大
兄
王
の
即
位
を
支
持
し
、
厩
戸
皇
子
の
最
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

妃
が

膳
臣
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
重
視
し
、
上
宮
王
家
が
当
地
へ
移
住
し
た
推

古
朝
を
大
き
く
遡
ら
な
い
頃
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
「
飽
波
（
阿
久
奈
弥
）
評

君
」
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
氏
族
名
で
は
な
く
、
普
通
名
詞
的
用
法
と
考
え
ら
れ
て
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仁藤敦史［額田部氏の系譜と職掌］

　
（
5
6
）

い
る
。

　
平
群
郡
内
に
居
住
す
る
古
代
氏
族
を
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
位
置
付
け
た
う
え
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
）

以
下
で
は

額

田
部
氏
の
系
譜
と
職
掌
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
額
田
部
氏
研
究
の

流
れ

は
、
そ
の
分
布
と
職
掌
の
考
察
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
名
額
田
と
氏

族
名
額
田
部
の
違
い
や
、
氏
族
系
統
に
つ
い
て
は
、
曖
昧
な
ま
ま
で
職
掌
を
議
論
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗
）

て

き
た
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。
本
位
田
菊
士
氏
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

（
A
）
田
部
、
（
B
）
鋳
物
造
り
の
品
部
、
（
C
）
名
代
、
（
D
）
額
田
部
首
の
部
曲
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

ど
の
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
応
神
天
皇
の
子
額
田
大
中
彦
に
比
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

る
名
代
説
が
現
在
の
と
こ
ろ
有
力
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
応
神
天
皇
お
よ
び
額
田

大
中
彦
の
実
在
性
や
部
民
制
の
成
立
時
期
、
さ
ら
に
は
額
田
部
の
設
置
記
載
が
な
い

こ
と
、
な
ど
か
ら
す
れ
ば
応
神
朝
に
お
け
る
制
度
的
な
名
代
設
定
に
は
否
定
的
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
6
1
）

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
な
に
よ
り
も
「
額
田
部
湯
坐
連
」
の
複
姓
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

湯
坐
は

額
田
部
の
本
来
的
職
掌
で
は
な
く
、
皇
子
女
の
養
育
が
二
次
的
職
掌
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
（
磐

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

『新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
下

　
　
額
田
部
湯
坐
連

　
　
　
天
津
彦
根
命
子
明
立
天
御
影
命
之
後
也
。
允
恭
天
皇
御
世
。
被
レ
遣
二
薩
摩

　
　
　
国
っ
平
二
隼
人
づ
復
奏
之
日
。
献
二
御
馬
一
匹
「
額
有
二
町
形
廻
毛
つ
天
皇
嘉

　
　
　
レ
之
。
賜
二
姓
額
田
部
・
也
。

　

『新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別

　
　
額
田
部
河
田
連

　
　
　
同
神
（
天
津
彦
根
命
）
三
世
孫
意
富
伊
我
都
命
之
後
也
。
允
恭
天
皇
御
世
。
献
二

　
　
　
額
田
馬
⇒
天
皇
勅
。
此
馬
額
如
二
田
町
つ
乃
賜
二
姓
額
田
連
一
也
。

　
額
田

部
の
起
源
伝
承
に
つ
い
て
は
、
允
恭
朝
に
薩
摩
国
の
隼
人
征
討
に
か
か
わ
り

「額
田
馬
」
の
貢
上
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
額
田
部
が
二
次
的
に
馬

の

飼
育
・
貢
上
に
関
係
し
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
馬
の
額
の
形
状
に
ち
な
む
と

の
記
載
は
、
や
は
り
本
来
の
職
掌
が
忘
れ
ら
れ
た
後
の
付
会
と
考
え
ら
れ
る
。
『
新
撰

姓
氏
録
』
が
『
日
本
書
紀
』
よ
り
も
新
し
い
時
期
に
、
異
な
る
起
源
伝
承
を
掲
載
し

て

い

る
こ
と
は
額
田
大
中
彦
の
名
代
説
に
は
不
利
な
条
件
で
あ
ろ
う
。
私
見
で
は
、

複
姓
に
付
さ
れ
た
「
河
田
（
皮
田
？
）
」
「
湯
坐
」
な
ど
の
職
掌
は
二
次
的
に
分
化
し

た
も
の
で
、
本
来
的
な
も
の
と
は
考
え
ず
、
河
内
国
の
額
田
部
湯
坐
連
が
天
津
彦
根

命
の
五
世
孫
「
乎
田
部
連
」
の
後
で
あ
る
と
の
記
載
か
ら
田
部
説
を
支
持
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
「
乎
田
部
」
が
「
小
田
部
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
額
」
も
狭
い
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
磐

起

し
た
場
所
を
連
想
す
る
と
こ
ろ
か
ら
の
同
義
語
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
箭

明
天
皇
の
和
風
温
号
「
息
長
足
日
広
額
天
皇
」
に
み
え
る
「
広
額
」
も
、
本
来
は
額

が
一
般
的
に
狭
い
こ
と
を
前
提
に
、
容
貌
に
お
い
て
額
が
広
い
聡
明
な
天
皇
で
あ
る

こ
と
の
美
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
額
田
部
が
大
田
部
に
対
す
る

「小
田
部
」
の
意
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
全
国
に
分
布
し
格
別
の
起
源
伝
承
が

「記
紀
」
に
見
え
な
い
こ
と
も
合
理
的
に
説
明
で
き
る
。
『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
額

田
郷
あ
る
い
は
額
部
郷
は
全
国
に
十
四
郷
（
一
駅
）
が
確
認
さ
れ
る
。

大
和
国
平
群
郡
額
田
郷

伊
勢
国
朝
明
郡
額
田
郷

美
濃
国
池
田
郡
額
田
郷

加
賀
国
江
沼
郡
額
田
郷

長
門
国
豊
浦
郡
額
部
郷

河
内
国
河
内
郡
額
田
郷

三
河
国
額
田
郡
額
田
郷

上
野
国
甘
楽
郡
額
部
郷

備
中
国
哲
多
郡
額
部
郷

筑
前
国
早
良
郡
額
田
郷

　
　
　
　
　
　
　
（
閲
）

　

こ
の
う
ち
額
部
郷
は
額
田
部
郷
の
二
字
化
で
あ
り
、

る
。
一
方
、
額
田
郷
の
う
ち
に
は
地
名
額
田
（
糠
田
）

い

る
可
能
性
が
残
る
が
、
そ
の
多
く
に
額
田
部
氏
の
居
住
が
確
認
さ
れ
る

照
）
。
こ
れ
ま
で
、
額
田
部
氏
の
本
拠
地
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
大
和
国
平
群
郡
額

田

郷
ま
た
は
河
内
国
河
内
郡
額
田
郷
で
あ
る
が
、
生
駒
山
脈
を
挟
ん
で
両
郡
は
境
を

接
し
て
お
り
、
氏
族
系
統
に
お
い
て
も
後
述
す
る
よ
う
に
天
津
彦
根
系
（
額
田
部
河

田
連
・
額
田
部
湯
坐
連
）
と
平
群
氏
系
（
額
田
首
）
の
額
田
氏
が
居
住
し
て
い
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
天
津
彦
根
系
の
額
田
部
河
田
連
と
額
田
部
湯
坐
連
は
い
ず
れ
も
、

允
恭
朝
に
薩
摩
国
の
隼
人
征
討
に
か
か
わ
り
「
額
田
馬
」
の
貢
上
が
行
わ
れ
た
こ
と

伊
勢
国
桑
名
郡
額
田
郷

上
総
国
周
准
郡
額
田
郷

越
前
国
足
羽
郡
額
田
郷

備
後
国
三
渓
郡
額
田
郷

（額
田
駅
）

額
田

部
の
居
住
は
確
実
で
あ

に

ち
な
む
も
の
も
含
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
表
2
参
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国郡 郷里 姓氏 身分 出典

北陸道

若狭 額田部 戸主・戸口 「平城宮木簡』2－1953号　天平18年

越前　今立 中山 額田部 中津里 『平城宮出土木簡概報』25－30頁

足羽 額田郷 『和名抄』

野田 額田 戸主 『大日古』編年5－545頁

（加賀）江沼 額田郷 『和名抄』

石川 井出 額田部 戸主・戸口　旧加賀郡 『平城宮出土木簡概報』22－34頁

山陰道

但馬　出石 出石？ 額田部 戸口 宮内黒田遺跡出土木簡　天平勝宝4年

（『木簡研究』21－76頁）

出雲　意宇 山代 額田部臣 岡田山一号墳被葬者 岡田山一号墳出土大刀銘

出雲 漆沼 額田部 深江里戸口 『大日古』編年2－206頁

杵築 額田部 因佐里戸主・戸口 『大日古』編年2－221頁

杵築 額田部 戸主・戸口 『大日古』編年2－224頁

秋鹿 額田部首 部領使 『大日古』編年1－603頁

大原 額田部臣 少領外従八位上 『出雲国風土記』大原郡

屋裏 額田部臣 前少領 『出雲国風土記』大原郡

賀太 額田部 賀太里戸主・戸口 「大日古』編年1－589頁

石見　美濃 額田部 節婦 『続日本紀』神護景雲二年二月癸未条

隠岐　智夫 大井 額田部 『平城宮出土木簡概報』16－7頁

宇良 額田部 白浜里人 『平城宮出土木簡概報』24－38頁

山陽道

播磨 額田部 一乗寺丸瓦銘（3） 『平安遺文』金石451～453号　承安4年

美芸 横川 額田部 戸主・戸口 『大日古』編年15－257頁

備前 額田 備前国馳駅使健児 『本朝世紀』天慶四年九月十九日条

備中　哲多 額部郷 「和名抄』

哲多 額田部里 額田部 『平城宮木簡』3－3295号

備後　三渓 額田郷 『和名抄』

周防　玖珂 玖珂 額田部 戸口（早良部姓多数） 『平安遺文』1－199号文書　延喜8年

長門 額田部 銅駄馬丁（4） 長登銅山遺跡出土木簡（『木簡研究』

黒毛・赤毛・鹿毛草馬 18－171頁，19－193・196・198頁）

豊浦 額部郷 『和名抄』，『木簡研究』18－171頁

豊浦 額田部直 部領使・擬大領正八位下 『大日古』編年2－133頁

豊浦 額田部 少領外正八位上 『続日本紀』天平十二年九月戊申条

額田部直 外正八位上→外従五位下 「続日本紀』天平十三年閏三月乙卯条

豊浦 額田部直 豊浦団毅外正七位上 『続日本紀』神護景雲元年四月戊申条

→大領外従五位上

南海道

讃岐　大内 入野 額田部 戸主・戸口（15） 「平安遺文』2－437号文書　寛弘元年

西海道

筑前 額田部連 大宰府史生従八位上 『大日古』編年14－270頁

額田 検郭使 『平安遺文』2－365号文書　長徳2年

早良 額田郷 （他に平群・早良・田部郷） 「和名抄』

額田駅 『和名抄』

嶋 川辺 額田部 戸口（6） 『大日古』編年1－101～140頁

豊後 額田部直 戸口 『大日古』編年1－217頁

額田部 寄口 「大日古』編年1－216頁

肥後　宇土 大宅 額田部君 戸主 『大日古』編年25－145頁

額田部 戸口 『大日古』編年25－145頁

◎井上辰雄「額田部と大和王権」（鶴岡静雄編『古代王権と氏族』古代史論集二、名著出版、1988年）を参考に、増補改訂した。
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表2　額田部氏の分布

国郡 郷里 姓氏 身分 出典

畿内

山城　左京 額田部湯坐連 神別　天津彦根命系 『新撰姓氏録』左京神別下

額田部 神別　天津彦根命系 『新撰姓氏録』左京神別下

右京 額田部宿禰 神別　明日名門命系 『新撰姓氏録』右京神別上

額田部砥玉 神別　明日名門命系 『新撰姓氏録』右京神別上
？ 額田臣 神別　伊香我色雄命系 『新撰姓氏録』山城国神別

愛宕 額田里 『平安遺文』5－1801号文書　永久元年

愛宕？ 額田部宿禰 神別　明日名門命系 『新撰姓氏録』山城国神別

相楽 額田村 稲間庄 『平安遺文』3－1083号文書　延久4年

大和　添下 額田 道慈 『続日本紀』天平十六年十月辛卯条

山辺 額田邑 熟皮高麗 『日本書紀』仁賢六年是歳条
南 額田 『平安遺文』9－4581号文書　長保元年

平群？ 額田臣 皇別　布留宿禰系 『新撰姓氏録』大和国皇別

平群？ 額田部河田連 神別　天津彦根命系 『新撰姓氏録』大和国神別

平群？ 額田部川田連 外従五位下、額田部宿禰 『続日本紀』天平宝字二年七月丙子条
平群？ 額田村主 諸蕃　呉国人出自 『新撰姓氏録』大和国諸蕃

平群 額田郷 『和名抄』

平群 額田 額田首 額田里居住 『紀氏家牒』

平群 額田 額田部宿禰 船墓被葬者 「額田寺伽藍並条里図」

平群 平群 額田早良宿禰 子は額田駒宿禰　平群系 『紀氏家牒』

平群 擬主帳 『平安遺文』1－163号文書　貞観12年

『唐招提寺史料』1－106号文書

平群 夜麻？ 額田部 山を所有 『平安遺文』1－231号文書　延長6年

少領

平群 額田部 大領兼惣行事 『平安遺文』1－264号文書天暦6年

城上 押坂 額田部連 西乃久保薬　忍坂坐生根神社 『大日類聚方』巻75

摂津 額田部宿禰 神別　明日名門命系 『新撰姓氏録』摂津国神別

額田部 神別　明日名門命系 『新撰姓氏録』摂津国神別

河内 額田部湯坐連 神別　天津彦根命系 『新撰姓氏録』河内国神別

河内 額田郷 『和名抄』

河内 額田？ 額田首 式部位子従六位下 『続日本後紀』承和十三年九月辛亥条
河内？ 額田？ 額田首 皇別　平群氏系 『新撰姓氏録』河内国皇別

河内 額田？ 額田真人 陰陽寮史生正六位上 『平安遺文』9－4550号文書　昌泰2年

高安 三条額田 『平安遺文』10－4904号文書　承平7年

東海道

伊勢　桑名 額田郷 『和名抄』

額田神社 『延喜式』神名上

朝明 額田郷 『和名抄』

尾張 額田首 尾張国大目 『平安遺文』1－97号文書　嘉承3年

海部？ 額田部 主帳外大初位上勲十二等 『大日古』編年1－613頁

三河　額田 額田郷 『和名抄』

額田 額田郷 『平城宮出土木簡概報』19－20頁

額田 額田部連 額田薬 『大同類聚方』巻75

武蔵　足立？ 額田部槻本首 千熊長彦（糠田邑） 『日本書紀』神功四十七年四月条分註

上総 額田 検田使書生大判官代 『平安遺文』5－2440号文書　保延6年

周准 額田郷 r和名抄』

周准 額部 額田部 戸主 『正倉院宝物銘文集成』310頁

（安房）朝夷 健田 額田部 戸主 『平城宮木簡』1－338・339号

常陸久慈？ 神前？ 額田部 仕丁（中世地名額田） 『大日古』編年14－284頁

東山道

近江　浅井 額田 権少僧都 「天台座主記」（『群書類従』4－602頁）

美濃　池田 額田郷 『和名抄』

額田国造 『先代旧事本紀』

昧蜂間 春部 額田部 戸口（3） 「大日古』編年1－9・15・22頁

本賓 栗栖太 額田部 戸口（8） 『大日古』編年1－29頁

各牟 中 額田部 戸口 『大日古』編年1－48頁

武義 額田 蓮華寺菩薩形坐像銘 『平安遺文』金石補遺45号

上野　甘楽 額部郷 『和名抄』

緑野 小野 額田部 戸主 「正倉院宝物銘文集成』305頁

陸奥 額田部 岩手県黒石寺 『平安遺文』金石21号　貞観4年
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が

語

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
平
群
氏
の
同
族
に
は
額
田
首
氏
が
お
り
、
天
皇
へ
の
馬

献
上
の
説
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

『新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
皇
別

　
　
額
田
首

　
　
　
早
良
臣
同
祖
、
平
群
木
兎
宿
禰
之
後
也
。
不
レ
尋
二
父
氏
コ
負
二
母
氏
額
田

　
　
　
首
つ

　
　
　
　
く
6
5
｝

　

『紀
氏
家
牒
』

　
　
又
云
、
額
田
早
良
宿
禰
男
、
額
田
駒
宿
禰
、
平
群
県
在
二
馬
牧
へ
択
二
駿
駒
一
養
之
。

　
　
献
二
天
皇
↓
勅
賜
二
姓
馬
工
連
「
令
レ
掌
レ
飼
。
故
号
二
其
養
レ
駒
之
処
　
日
二
生
駒
↓

　

『紀
氏
家
牒
』

　
　
紀
氏
家
牒
日
、
平
群
真
鳥
大
臣
弟
、
額
田
早
良
宿
禰
家
、
平
群
県
額
田
里
。
不

　
　
レ
尋
二
父
氏
へ
負
二
母
姓
額
田
首
つ

両
氏

と
も
に
馬
の
飼
育
・
献
上
に
つ
い
て
の
起
源
伝
承
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
両

地
域
が

地
理
的
に
近
い
だ
け
で
な
く
、
平
群
氏
を
媒
介
に
し
て
氏
族
的
に
も
職
掌
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
6
6
）

に
も
一
体
の
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
額
田
部
氏
の
全
国

分
布
の
う
ち
、
周
防
国
玖
珂
郡
玖
珂
郷
に
は
額
田
部
と
と
も
に
早
良
部
の
居
住
が
確

　
　
（
6
7
）

認

さ
れ
、
長
門
国
の
長
登
銅
山
で
は
「
銅
駄
馬
丁
」
と
し
て
四
名
の
額
田
部
が
み

　
露
）
え
る
。
さ
ら
に
『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
筑
前
国
早
良
郡
に
は
額
田
郷
と
と
も
に
平

群
・
早
良
郷
が
確
認
さ
れ
、
薩
摩
に
近
い
日
向
国
児
湯
郡
に
は
平
群
郷
が
あ
る
。
こ

の

よ
う
に
中
国
・
九
州
地
域
で
は
、
額
田
部
氏
は
平
群
氏
や
同
族
の
早
良
臣
と
の
関

係
が
深
く
、
馬
の
飼
育
に
も
関
与
し
て
い
る
。
井
上
辰
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
百
済
・
新

羅

と
の
外
交
に
活
躍
し
た
と
の
伝
承
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つ
平
群
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人
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関
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6
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命
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。
「
馬
な
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ば
日
向
の
駒
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と
詠
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よ
う
に
、

日
向
は
駿
馬
の
産
地
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
馬
の
飼
育
・
献
上
伝
承
は
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的
に
朝
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日
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す
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群
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承
さ
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、
天
津
彦
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。
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。
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坐
連
（
左
京
神
別
下
）
・
額
田
部
（
左
京
神
別
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　

額
田
部
河
田
連
（
大
和
国
神
別
）

　
　
　
　
　
　
　
　

額
田
部
湯
坐
連
（
河
内
国
神
別
）

　
　
明
日
名
門
系
－
額
田
部
宿
禰
（
右
京
神
別
上
）
・
額
田
部
随
玉
（
右
京
神
別
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　

額
田
部
宿
禰
（
山
城
国
神
別
）

　
　
　
　
　
　
　
　

額
田
部
宿
禰
（
摂
津
国
神
別
）
・
額
田
部
（
摂
津
国
神
別
）

　
　
伊
香
我
色
雄
系
ー
額
田
臣
（
山
城
国
神
別
）

　

平
群
氏
系
ー
額
田
首
（
河
内
国
皇
別
）

　

諸
番
（
呉
国
）
系
－
額
田
村
主
（
大
和
国
諸
蕃
）

　
　
春
　
日
　
氏
　
系
ー
布
留
宿
禰
（
額
田
臣
）
（
大
和
国
皇
別
）

　

こ
の
う
ち
、
左
右
京
に
居
住
す
る
氏
族
の
本
貫
地
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
氏
族

系
統
か
ら
す
れ
ば
、
左
京
の
額
田
部
湯
坐
連
と
額
田
部
は
天
津
彦
根
系
で
、
大
和
国

ま
た
は
河
内
国
、
右
京
の
額
田
部
宿
禰
と
額
田
部
随
玉
は
明
日
名
門
系
で
、
山
城
国

ま
た
は
摂
津
国
か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
大
き
く
は
大
和
・
河
内
国

を
中
心
と
す
る
天
津
彦
根
系
お
よ
び
、
山
城
・
摂
津
を
中
心
と
す
る
明
日
名
門
系
の

二
系
統
に
分
類
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
他
の
平
群
氏
系
・
諸
番
（
呉
国
）
系
・
春
日

氏
系
の
額
田
は
部
名
で
は
な
く
、
額
田
邑
（
後
の
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
）
の
居
住

地
に

ち
な
む
名
前
で
あ
り
、
前
者
の
系
統
、
伊
香
我
色
雄
系
も
物
部
氏
と
の
関
係
か

ら
す
れ
ば
前
者
と
の
関
係
が
深
い
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
姓
に
つ
い
て
は
天
津
彦
根

系
が
す
べ
て
連
姓
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
明
日
名
門
系
は
宿
禰
姓
で
、
明
瞭
な
区
別

が

存
在
す
る
。
氏
族
系
譜
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
な
関
係
と
な
る
。

・
天
津
彦
根
命
ー
明
立
天
御
影
命
－
意
富
伊
我
都
命
－
乎
田
部
連

　
　
　
　
　
　
　
（
左
京
神
別
下
）
　
　
（
左
京
神
別
下
）
　
　
（
河
内
国
神
別
）

　
　
　
　
　
　
　
額
田
部
湯
坐
連
　
　
額
田
部
　
　
　
　
　
額
田
部
湯
坐
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
国
神
別
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
田
部
河
田
連

・
五
十
狭
経
魂
命
ー
明
日
名
門
命
ー
天
村
雲
命
　
ー
天
由
久
富
命
ー
御
支
宿
禰

　
（
摂
津
国
神
別
）
　
　
（
摂
津
国
神
別
）
　
（
右
京
神
別
上
）
　
（
山
城
国
神
別
）
　
（
右
京
神
別
上
）

　
額
田
部
宿
禰
　
　
　
額
田
部
　
　
　
　
額
田
部
宿
禰
　
　
額
田
部
宿
禰
　
　
額
田
部
随
玉

　
『
古
事
記
』
天
安
河
誓
約
段
に
よ
れ
ば
、
天
津
彦
根
命
は
天
照
大
御
神
の
子
で
あ
り
、

（
1
0
）
に
よ
れ
ば
五
十
狭
経
魂
命
は
角
凝
魂
命
の
子
と
あ
る
。
さ
ら
に
角
凝
魂
命
は

『新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
税
部
条
に
「
神
魂
命
子
角
凝
魂
命
之
後
」
と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
神
魂
命
の
子
と
な
る
。
神
魂
命
ー
角
凝
魂
命
の
神
系
に
は
山
城
の
賀
茂
県

主
、
河
内
の
三
野
県
主
が
属
し
て
お
り
、
明
日
名
門
命
系
の
額
田
部
宿
禰
は
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

氏
族

と
の
同
族
的
関
係
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
城
の
賀
茂
県
主
に
つ
い

て

は
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
に
額
田
部
宿
禰
に
続
い
て
、
神
魂
命
の
後
と
し

て

賀
茂
県
主
と
鴨
県
主
が
見
え
る
。
同
氏
は
上
賀
茂
・
下
鴨
社
の
あ
る
山
城
国
愛
宕

郡
賀
茂
郷
（
現
北
区
上
賀
茂
・
左
京
区
下
鴨
）
を
本
拠
地
と
し
た
。
ち
な
み
に
、
永
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久
元
年
（
一
一
一
三
）
の
玄
蕃
寮
牒
案
に
は
額
田
里
・
額
田
里
東
外
・
額
田
西
里
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

ど
の
条
里
名
称
が
見
え
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
の
主
水
司
氷
室
田
畠
注
進
状
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
額
田
里
が
愛
宕
郡
出
雲
郷
内
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
在
の

左
京
区
高
野
・
一
乗
寺
付
近
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
鴨
社
に
近
接
し
た
位

置
に
額
田
里
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
（
8
）
山
城
国
神
別
の
額
田
部
宿
禰
氏
（
明
日

名
門
命
）
は
賀
茂
県
主
と
の
同
族
関
係
に
よ
り
、
当
地
に
居
住
し
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。

　
一
方
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
系
譜
記
載
に
は
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
み
え
る

天
津
彦
根
命
系
と
明
日
名
門
命
系
と
い
う
二
つ
の
系
譜
の
う
ち
前
者
の
系
譜
の
み
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
古
事
記
』
天
安
河
誓
約
段

　
　
天
津
日
子
根
者
、
凡
川
内
国
造
、
額
田
部
湯
坐
連
、
…
…
等
之
祖
也

　
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
、
第
七
段
一
書
第
三

　
　
天
津
彦
根
命
。
此
茨
城
国
造
、
額
田
部
連
等
遠
祖
也
。

　
『
先
代
旧
事
本
紀
』
天
神
本
紀

　
　
天
斗
麻
弥
命
　
額
田
部
湯
坐
連
等
祖
。

　

こ
の
こ
と
は
、
「
記
紀
」
編
纂
段
階
ま
で
は
、
額
田
部
湯
坐
連
を
中
心
と
す
る
天
津

彦
根
命
系
の
連
姓
額
田
部
氏
が
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
欽
明
朝
以
降
に
散
見
さ
れ
る
額
田
部
氏
の
う
ち
、
額
田
部
連
と
あ

る
表
記
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
系
統
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
通
説
で
は
天
津
彦
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

命
系
の
額
田
部
連
が
天
武
十
三
年
に
宿
禰
に
改
姓
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

う
す
る
と
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
宿
禰
が
み
ら
れ
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
7
5
）

が

大
き
な
問
題
と
し
て
残
る
。
「
記
紀
」
の
系
譜
記
載
と
『
新
撰
姓
氏
録
』
を
整
合
さ

せ

る
た
め
に
は
、
天
武
十
三
年
に
宿
禰
に
改
姓
し
た
額
田
部
宿
禰
は
明
日
名
門
命
系

で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
欽
明
・
推
古
紀
な
ど
に
散
見
す
る
額
田
部

連
氏
の
系
統
が
問
題
と
な
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
欽
明
二
十
二
年
是
歳
条

　
　
復
遣
二
奴
氏
大
舎
「
献
二
前
調
賦
。
於
難
波
大
郡
「
次
一
序
諸
蕃
、
掌
客
額
田
部

　
　
連
、
葛
城
直
等
、
使
レ
列
一
丁
百
済
之
下
而
引
導
。
大
舎
怒
還
。
不
レ
入
二
館
舎
づ

　
　
乗
レ
船
帰
二
至
穴
門
コ

　
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
六
年
八
月
癸
卯
条

　
　
唐
客
入
レ
京
。
是
日
、
遣
飾
騎
七
十
五
匹
へ
而
迎
唐
客
於
海
石
榴
市
術
つ
額
田

　
　
部
連
比
羅
夫
、
以
告
礼
辞
一
焉
。

　
『
惰
書
』
倭
国
伝

　
　
又
遣
二
大
礼
寄
多
毘
「
従
二
二
百
余
騎
郊
労
。

　
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
八
年
十
月
丙
申
是
日
条

　
　
命
二
額
田
部
連
比
羅
夫
「
為
下
迎
二
新
羅
客
一
荘
馬
之
長
b
以
二
膳
臣
大
伴
’
為
卜
迎
二

　
　
任
那
客
一
荘
馬
之
長
垣
即
安
二
置
阿
斗
河
辺
館
⇒

　
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
九
年
五
月
五
日
条

　
　
薬
二
猟
於
菟
田
野
コ
取
二
鶏
鴫
時
べ
集
二
干
藤
原
池
上
コ
以
二
会
明
一
乃
往
之
。
粟

　
　
田
細
目
臣
為
二
前
部
領
⇒
額
田
部
比
羅
夫
連
為
二
後
部
領
O

　
推
古
朝
の
額
田
部
連
比
羅
夫
に
つ
い
て
は
、
推
古
女
帝
の
幼
名
が
額
田
部
皇
女
で

　
（
7
6
＞

あ
り
、
額
田
部
氏
が
養
育
氏
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
関
係
に
よ
り
外
国
使

節
に
対
す
る
荘
馬
の
長
に
起
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
系
統
に
つ
い
て
は
、

天
津
彦
根
系
が
大
和
・
河
内
を
本
拠
と
し
、
海
石
榴
市
・
阿
斗
河
辺
館
・
藤
原
池
な

ど
そ
の
活
躍
の
場
が
大
和
国
で
あ
る
こ
と
と
対
応
す
る
点
、
「
額
田
馬
」
の
貢
上
や

「湯
坐
」
の
職
掌
を
有
す
る
こ
と
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
系
譜
記
載
に
明
記
さ

れ
て

い

る
こ
と
、
推
古
朝
以
降
に
は
活
躍
し
な
い
こ
と
、
な
ど
か
ら
こ
の
系
統
の
出

身
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
欽
明
紀
の
額
田
部
連
に
つ
い
て
は
、
難

波
の
大
郡
で
の

奉
仕

と
あ
る
こ
と
か
ら
山
城
・
摂
津
を
本
拠
と
す
る
明
日
名
門
系
額

田
部
連
（
天
武
朝
で
の
宿
禰
改
姓
以
前
は
連
）
の
可
能
性
も
残
る
。
こ
の
時
額
田
部

連
は
新
羅
客
を
怒
ら
せ
た
と
あ
り
、
「
大
舎
還
レ
国
、
告
二
其
所
万
言
」
と
あ
る
よ
う
に
、

そ
う
し
た
情
報
は
本
国
に
伝
わ
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
推
古
朝
に
新
羅

客
を
迎
え
る
荘
馬
の
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
姓
な
が
ら
里
ハ
な
る
系
統
の
額
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田
部
連
に
交
替
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
欠
名
な
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
を
示

す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
系
統
に
し
て
も
、
天
武
朝
以
前
の
額
田
部
連

の
表
記
に
つ
い
て
は
、
両
様
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
明
日
名
門
系
額
田
部
連
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
、
「
播

磨
国
風
土
記
』
に
み
え
る
以
下
の
記
載
は
そ
の
可
能
性
が
高
い
。

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
意
此
川
条

　
　
意
此
川

　
品
太
天
皇
之
世
、
出
雲
御
蔭
大
神
、
坐
二
於
枚
方
里
神
尾
山
べ
毎

　
　
遮
行
人
一
、
半
死
半
生
。
爾
時
、
伯
老
目
人
小
保
弓
、
因
幡
布
久
漏
、
出
雲
都

　
　
伎
也
、
三
人
相
憂
、
申
二
於
朝
庭
。
於
レ
是
、
遣
二
額
田
部
連
久
等
々
、
令
レ
繍
。

　
　
干
時
、
作
二
屋
形
於
屋
形
田
「
作
二
酒
屋
於
佐
々
山
べ
而
祭
之
。
宴
遊
甚
楽
、
即

　
　
櫟
二
山
柏
へ
桂
レ
帯
睡
レ
腰
、
下
一
於
此
川
一
相
塵
。
故
号
二
塵
川
つ

　

こ
こ
に
み
え
る
額
田
部
連
久
等
々
は
「
品
太
天
皇
之
世
」
す
な
わ
ち
応
神
朝
に
、

朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
て
、
在
地
の
人
々
の
往
来
を
妨
害
し
て
い
た
神
尾
山
の
「
出
雲

御
蔭
大
神
」
を
神
事
に
よ
り
鎮
圧
し
た
と
あ
る
。
こ
の
神
尾
山
の
「
出
雲
御
蔭
大
神
」

は
、
佐
比
岡
条
の
別
伝
で
は
「
出
雲
大
神
」
と
あ
り
、
河
内
の
漢
人
ら
が
僅
か
に
和

し
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
あ
る
。
伝
承
的
な
地
名
起
源
説
話
で
あ
り
、
応
神
朝
と

い

う
年
代
は
信
用
で
き
な
い
が
、
な
ぜ
額
田
部
連
久
等
々
が
特
別
に
朝
廷
か
ら
派
遣

さ
れ
、
彼
の
み
が
「
出
雲
御
蔭
大
神
」
‖
「
出
雲
大
神
」
を
鎮
圧
で
き
た
の
か
問
題
と

な
る
。
こ
れ
ま
で
、
「
出
雲
御
蔭
大
神
」
の
名
は
、
一
説
に
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神

別
下
額
田
部
湯
坐
連
条
に
「
天
津
彦
根
命
子
明
立
天
御
影
命
之
後
也
」
と
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
7
7
＞

か

ら
、
天
御
影
命
の
名
を
移
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
出

雲
御
蔭
大
神
」
ま
た
は
「
出
雲
大
神
」
に
み
え
る
大
神
の
表
記
は
、
『
出
雲
国
風
土
記
』

に

よ
れ
ば
熊
野
大
神
、
野
城
大
神
、
佐
太
大
神
、
所
造
天
下
大
神
（
大
穴
持
命
）
に

限
定
さ
れ
て
お
り
、
「
記
紀
」
で
は
杵
築
大
社
の
神
で
あ
る
大
国
主
命
（
大
穴
牟
遅
神
）

　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
御
蔭
に
つ
い
て
も
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
蔭
山
条
に
は
、

「蔭
山
　
郡
家
東
南
五
里
八
十
六
歩
大
神
之
御
蔭
」
と
あ
り
、
こ
の
山
が
所
造
天
下
大
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

（大
穴
持
命
）
の
御
蔭
す
な
わ
ち
髪
飾
り
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
出
雲
大
神

と
の
表
記
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
揖
保
郡
の
神
尾
山
も
他
に
所
見
が
な
い
天
御
影
命

で
は

な
く
、
所
造
天
下
大
神
（
大
穴
持
命
）
の
御
蔭
す
な
わ
ち
髪
飾
り
に
擬
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

た
も
の
で
は
な
い
か
。
「
出
雲
御
蔭
大
神
」
の
主
体
を
大
国
主
命
（
大
穴
持
命
）
と
考

え
る
な
ら
ば
、
『
古
事
記
』
上
巻
に
み
え
る
稲
羽
の
八
上
比
売
と
の
婚
姻
を
め
ぐ
っ
て
、

多
く
の
兄
弟
神
た
ち
の
策
略
に
よ
り
大
国
主
神
（
大
穴
牟
遅
神
）
が
殺
さ
れ
た
時
、

神
産
巣
日
之
命
（
神
魂
命
）
が
母
神
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
、
彼
を
生
き
返
ら
せ
た

と
の
伝
承
は
無
視
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
額
田
部
連
久
等
々
が
特
別
に
朝
廷
か
ら
派

遣
さ
れ
、
彼
が
大
国
主
命
（
大
穴
持
命
）
‖
「
出
雲
御
蔭
大
神
」
を
鎮
圧
で
き
た
の
は
、

彼
が

神
産
巣
日
之
命
（
神
魂
命
）
を
祖
神
と
す
る
明
日
名
門
系
額
田
部
連
出
身
で
あ

っ

た

た

た

め

で

あ
ろ
う
。
明
日
名
門
系
額
田
部
連
の
祖
神
で
あ
る
神
産
巣
日
之
命

（神
魂
命
）
が
大
国
主
命
（
大
穴
持
命
）
を
救
っ
た
と
の
伝
承
に
よ
り
、
彼
に
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
銘
の
「
額
田
部
臣
」

を
は
じ
め
と
し
て
額
田
部
氏
は
出
雲
地
域
に
濃
厚
に
分
布
し
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
に

は
神
魂
命
と
大
国
主
命
（
大
穴
持
命
）
と
の
関
係
を
示
す
伝
承
が
散
見
さ
れ
る
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
宇
賀
郷
条

　
　
宇
賀
郷
　
郡
家
正
北
一
十
七
里
廿
五
歩
。
所
レ
造
二
天
下
’
大
神
命
、
謂
二
坐
神
魂

　
　
命
御
子
、
綾
門
日
女
命
づ
爾
時
、
女
神
不
レ
肯
、
逃
隠
之
時
、
大
神
伺
求
給
所
、

　
　
是
則
郷
也
。
故
云
二
宇
智
二

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
朝
山
条

　
　
朝
山
郷
　
郡
家
東
南
五
里
五
十
六
歩
。
神
魂
命
御
子
、
真
玉
著
玉
之
邑
日
女
命
、

　
　
坐
之
。
爾
時
、
所
レ
造
二
天
下
・
大
神
、
大
穴
持
命
、
要
給
而
、
毎
レ
朝
通
坐
。
故
云
二

　
　
朝
山
つ

　
そ
れ
ら
の
伝
承
で
は
、
神
魂
命
の
子
神
が
大
国
主
命
（
大
穴
持
命
）
と
婚
姻
す
る

と
い
う
説
話
に
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
良
好
な
関
係
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
播
磨

国
風
土
記
』
揖
保
郡
鼓
山
条
に
は
、
額
田
部
連
伊
勢
が
神
人
腹
太
文
と
争
っ
た
と
き
、

鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
た
の
で
、
鼓
山
の
名
が
あ
る
と
の
地
名
起
源
伝
承
が
あ
る
。
神
人

腹
太

文
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
神
別
に
「
大
国
主
命
五
世
孫
大
田
々
根
子
命
之
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後
也
」
と
あ
る
よ
う
に
大
国
主
命
の
後
喬
と
伝
え
る
氏
族
で
あ
り
、
神
魂
命
と
大
国

主
命
（
大
穴
持
命
）
と
の
関
係
を
重
視
す
れ
ば
、
額
田
部
連
伊
勢
も
明
日
名
門
系
額

田
部
連
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
最
後
に
額
田
部
氏
の
系
統
別
の
職
掌
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
系
統
ご
と
に
重
複
す

る
部
分
も
あ
る
が
、
異
な
る
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
額
田
馬
の
伝
承
、
飾
馬

な
ど
馬
に
関
係
し
た
職
掌
は
、
天
津
彦
根
命
系
に
つ
い
て
指
摘
で
き
る
が
、
こ
れ
は

先
述

し
た
よ
う
に
平
群
氏
お
よ
び
平
群
氏
系
額
田
首
と
の
関
係
に
お
い
て
形
成
さ
れ

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
湯
坐
の
職
掌
に
つ
い
て
も
、
天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
湯

坐
連

お
よ
び
額
田
部
皇
女
（
推
古
女
帝
）
と
の
関
係
か
ら
想
定
さ
れ
る
が
、
額
田
大

中
彦
の
伝
承
ま
で
遡
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
も
二
次
的
職
掌
と
考
え
ら
れ
る
。
外

交
関
係
に
つ
い
て
は
、
伝
承
上
で
は
百
済
や
新
羅
と
の
外
交
に
活
躍
し
た
千
熊
長
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

が
武
蔵
国
の
額
田
部
槻
本
首
の
始
祖
と
伝
え
、
欽
明
朝
に
新
羅
掌
客
と
な
っ
た
額
田

部
連
の
系
統
は
不
明
だ
が
、
推
古
朝
で
新
羅
導
者
と
な
っ
た
額
田
部
連
比
羅
夫
は
天

津
彦
根
命
系
で
、
文
武
朝
に
は
平
群
氏
系
と
推
定
さ
れ
る
額
田
首
人
足
が
遣
新
羅
使

　
　
　
　
　
（
磐

と
な
っ
て
い
る
。
律
令
に
つ
い
て
は
、
大
宝
令
編
纂
に
関
与
し
た
天
津
彦
根
命
系
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
魍

額
田

部
連
林
、
明
経
第
二
博
士
と
し
て
平
群
氏
系
の
額
田
首
千
足
が
見
え
、
平
安
期

の

明
法
博
士
に
春
日
氏
系
の
額
田
国
造
今
足
が
お
り
、
額
田
今
人
も
同
族
と
考
え
ら

　
（
竪
れ

る
。
仏
教
に
つ
い
て
は
、
額
田
寺
を
建
立
し
、
孝
徳
朝
に
法
頭
を
出
し
た
天
津
彦

根
命
系
の
額
田
部
連
が
優
勢
で
あ
り
、
本
姓
額
田
氏
と
さ
れ
る
道
慈
は
系
譜
が
不
明

だ
が
、
天
津
彦
根
命
系
で
な
い
と
す
れ
ば
、
諸
蕃
系
額
田
村
主
の
可
能
性
が
高
い
。

神
事
に
つ
い
て
は
、
出
雲
大
神
を
鎮
圧
し
た
明
日
名
門
系
額
田
部
連
が
優
勢
で
、
仏

教
で
優
勢
な
天
津
彦
根
命
系
と
は
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
明
B
名
門
系
額
田
部
連

は

歴
史
的
に
成
立
が
古
く
、
祭
祀
を
担
当
す
る
賀
茂
県
主
や
三
野
県
主
と
同
族
で
、

そ
の
神
事
は
、
田
部
の
特
殊
な
職
掌
（
境
界
祭
祀
）
で
あ
り
額
田
部
氏
本
来
の
職
掌

と
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
岡
田
山
一
号
墳
出
土
の
「
額
田
部
臣
」
の
銘
文
が
現
在
の
と

こ
ろ
最
古
の
部
名
と
さ
れ
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
最
後
に
技
術
に
つ
い
て
は
、
天

津
彦
根
命
系
の
額
田
部
随
玉
の
名
前
か
ら
、
そ
の
神
事
へ
の
供
物
と
し
て
砥
玉
の
製

造
・
献
上
に
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
出
雲
国
造
神
賀
詞
」
に
は
、

三
輪
山
の
神
と
し
て
「
倭
大
物
主
櫛
砥
玉
命
」
と
の
表
記
が
あ
り
、
祖
神
の
名
前
と

の

関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
天
津
彦
根
命
系
に
つ
い
て
は
、
額
田
部
河
田
連
の

名
前
や
、
仁
賢
紀
に
み
え
る
額
田
邑
熟
皮
高
麗
と
の
関
係
か
ら
馬
の
皮
革
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
8
5
）

技
術
を
有
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
道
慈
に
つ
い
て
も
、
大
安
寺
の
平
城
京
へ
の
移
転

に
お
い
て
、
全
体
を
総
括
す
る
と
と
も
に
「
構
作
形
製
」
に
優
れ
た
人
物
と
し
て
も

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
「
正
倉
院
文
書
」
な
ど
に
は
鋳
工
・
瓦
工
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗
）

木
工
な
ど
の
各
種
の
技
術
者
が
み
え
る
。
こ
う
し
た
系
統
別
の
職
掌
を
ま
と
め
た
も

の
が

表
3
で
あ
る
。
お
お
む
ね
明
日
名
門
系
が
主
に
神
事
を
担
当
す
る
以
外
は
、
天

津
彦
根
命
系
が
す
べ
て
の
職
掌
に
わ
た
り
優
勢
で
あ
り
、
他
の
系
統
の
職
掌
と
も
重

複
す
る
と
い
う
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

　
以
上

に
よ
れ
ば
、
天
武
朝
以
前
に
は
職
掌
的
に
異
な
る
天
津
彦
根
命
系
と
明
日
名

門
系
と
い
う
二
つ
の
系
統
の
額
田
部
連
氏
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち
天
津
彦
根
命
系
の
系
統
が
推
古
朝
に
は
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
、
天
武
十
三
年
に

宿
禰
に
改
姓
し
た
額
田
部
宿
禰
は
明
日
名
門
命
系
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
さ
き
に

推
定
し
た
が
、
そ
う
す
る
と
推
古
朝
か
ら
天
武
朝
の
間
に
両
者
の
勢
力
交
替
が
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

し
た
こ
と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
を
示
す
の
が
、
蘇
我

倉
山
田
石
川
麻
呂
の
事
件
に
お
け
る
天
津
彦
根
系
の
額
田
部
湯
坐
連
の
失
脚
と
考
え

ら
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
大
化
五
年
三
月
甲
戌
条

　
　
坐
二
蘇
我
山
田
大
臣
「
被
レ
裁
者
、
…
…
額
田
部
湯
坐
連
闘
名
。
…
…
凡
十
四
人
。

　
　
被
レ
絞
者
九
人
。
被
レ
流
者
十
五
人

　

こ
の
事
件
に
連
座
し
、
殺
さ
れ
た
者
の
な
か
に
額
田
部
湯
坐
連
が
み
え
て
い
る
。

こ
の
事
件
の
処
分
は
「
裁
」
十
四
人
、
「
絞
」
九
人
、
「
流
」
十
五
人
と
い
う
三
段
階

で
行
わ
れ
、
こ
の
う
ち
最
も
重
い
「
裁
」
の
う
ち
、
名
前
を
列
挙
さ
れ
た
上
位
五
人

に

「額
田
部
湯
坐
連
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
天
津
彦
根
系
の
額
田
部
湯
坐

連
氏
が

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
に
よ
り
額
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表3　系統別の職掌

馬 湯　坐 外　交 律　令 仏　教 神　事 技術
天津彦根系

湯坐連・額田部・河田連

◎ ◎ ◎ ◎

法頭

◎ △

平群氏系

額田首

◎ ◎ ◎

明El名門系

額田部宿禰・砥玉・額田部

△ △ 　◎
出雲大神

△

玉造

諸番（呉国）系

額田村主

△ ◎

道慈？

　◎
鋳造・瓦

春日氏系 　◎
額田国造

田

部
氏
の
氏
上
と
し
て
の
地
位
は

そ
れ
ま
で
劣
勢
で
あ
っ
た
明
日
名

門
系
に
移
り
、
天
武
朝
に
お
い
て

宿
禰
姓
へ
の
改
姓
が
認
め
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

氏
族
と
し
て
の
潜
在
的
基
盤
は
天

津
彦
根
系
が
強
か
っ
た
ら
し
く
、

以
後
も
五
位
ク
ラ
ス
の
位
階
授
与

の
記
載
な
ど
が
み
え
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
文
武
四
年
六
月

　
甲
午
条

　
　
勅
二
（
中
略
）
進
大
壱
額
田

　
　
部
連
林
（
中
略
）
等
へ
撰
二

　
　
定
律
令
「
賜
レ
禄
各
有
レ
差
。

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
六
年

　
閏
十
月
庚
戌
条

　
　
外
従
五
位
下
額
田
部
湯
坐
連

　
　
息
長
授
二
従
五
位
下
つ

　
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
正

月
甲
辰
条

　
　
詔
授
二
（
中
略
）
正
六
位
上

（中
略
）
額
田
部
湯
坐
連
長
良
、

並
外
従
五
位
下
一

　
こ
の
よ
う
に
、
正
史
に
叙
位
が

記
載
さ
れ
る
の
は
天
津
彦
根
系
の

み
で

あ
り
、
額
田
部
宿
禰
に
改
姓

し
た
明
日
名
門
系
は
見
え
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
奈
良
時
代
中
期
に
は
天
津
彦
根
系
の
額
田
部
川
田
連
を

宿
禰
に
改
姓
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
七
月
丙
子
条

　
　
正
六
位
上
額
田
部
宿
禰
三
当
（
中
略
）
並
外
従
五
位
下
。
三
当
本
姓
額
田
部
川

　
　
田
連
也
。
是
日
、
以
二
額
田
部
宿
禰
姓
一
、
便
書
二
位
記
一
賜
之
。

　
額

田
部
宿
禰
三
当
を
外
従
五
位
下
と
す
る
昇
叙
の
記
事
だ
が
、
た
だ
し
本
姓
は
額

田
部
川
田
連
と
の
注
記
が
あ
り
、
叙
位
と
同
時
に
改
氏
姓
が
な
さ
れ
た
結
果
、
位
記

に
そ
の
新
姓
が
書
か
れ
た
と
あ
る
。
熊
谷
公
男
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
賜
姓
と
叙
位

が

同
時
で
あ
る
の
は
例
が
少
な
く
、
請
願
を
前
提
と
し
な
い
特
授
的
な
賜
姓
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
魍

ら
れ
、
当
該
事
例
は
彼
の
個
人
的
な
功
績
を
褒
賞
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
一
般
的
な

改
賜
姓
で
は
詔
勅
が
下
さ
れ
た
の
ち
に
、
太
政
官
符
に
よ
り
具
体
的
な
事
務
処
理
が

民
部
省
な
ど
に
命
令
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
改
氏
姓
の
詔
勅
を
省

略
し
た
簡
便
な
方
式
で
特
殊
で
あ
り
、
賜
姓
の
形
式
と
し
て
は
限
定
的
な
条
件
が
想

定

さ
れ
、
一
族
す
べ
て
で
は
な
く
貴
族
と
な
っ
た
本
人
一
代
限
り
の
も
の
で
あ
っ
た

可
能
性
が
強
い
。
少
な
く
と
も
朝
臣
・
宿
禰
が
多
い
貴
族
の
氏
姓
と
し
て
「
複
姓
＋

連
」
は
一
般
的
で
な
い
た
め
の
処
置
と
も
考
え
ら
れ
る
。
天
武
朝
以
来
、
明
日
名
門

系
額
田
部
氏
が
独
占
し
て
き
た
宿
禰
姓
と
氏
上
的
地
位
を
一
代
限
り
と
は
い
え
、
氏

族

と
し
て
の
実
力
は
上
位
に
あ
っ
た
天
津
彦
根
系
の
額
田
部
川
田
連
に
与
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
『
条
里
図
』
作
成
の
契
機
と
年
代

　
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
に
み
え
る
「
船
墓
額
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

部
宿
祢
先
祖
」
の
注
記
は
こ
の
改
姓
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
る
。
系
統
と
し
て
は

天
津
彦
根
系
の
額
田
部
川
田
連
に
対
し
て
宿
禰
姓
と
貴
族
と
し
て
の
氏
上
（
氏
宗
）

的
地
位
が
新
た
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
『
令
集
解
』
喪
葬
令
三
位
以
上
条
に
規

定
さ
れ
た
「
凡
三
位
以
上
。
及
別
祖
氏
宗
。
並
得
・
営
・
墓
」
と
い
う
規
定
に
基
づ
き
、
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別
祖
氏
宗

（分
立

し
た
氏
の
始
祖
と
氏
上
）
と
し
て
の
墓
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
こ
れ
が
絵
図
に
描
か
れ
た
「
船
墓
」
で
あ
り
、
額
田
部
宿
禰
先
祖
と
い
う
注

記
が

な
さ
れ
る
理
由
に
も
な
っ
た
。
絵
図
に
は
そ
の
他
に
も
大
小
の
墳
墓
が
詳
細
に

描
か

れ
て

い

る
が
、
こ
う
し
た
記
載
は
、
『
類
聚
三
代
格
』
慶
雲
三
年
三
月
十
四
日
詔

に
み
え
る
王
公
諸
臣
に
よ
る
山
野
占
有
を
禁
止
し
た
命
令
の
例
外
規
定
と
し
て

「氏
々
祖
墓
及
百
姓
宅
辺
栽
レ
樹
為
レ
林
等
。
井
周
二
一
二
十
許
歩
不
レ
在
二
禁
限
こ
と
あ

る
こ
と
に
関
係
し
、
「
氏
々
祖
墓
」
た
る
額
田
部
丘
陵
周
辺
の
古
墳
を
詳
細
に
描
く
こ

と
に
よ
り
、
寺
領
・
所
領
認
定
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
額
田
部
丘
陵
の
周
辺
に
分
布
す
る
大
小
の
古
墳
を
「
氏
々
祖
墓
」
と
し

て

規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
額
田
部
丘
陵
全
域
の
寺
岡
と
し
て
の
占
有
を
合
理
化
す

る
目
的
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
図
に
み
え
る
「
石
柱
寺
立
」
「
石
柱
立
」
の

表
現
は
、
丘
陵
部
の
占
地
を
明
示
す
る
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
上
に
は

氏
や

氏
寺
の
財
産
を
管
理
・
運
営
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
天
武
朝
以
来
の

系
統
の
ね
じ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
天
津
彦
根
系
額
田
部
氏
の
本
拠
地
た
る
額
田
寺

の
所
領
認
定
が

絵
図
作
成
に
よ
り
図
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
福
山
敏
男
氏
や
狩
野
久

　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
絵
図
の
成
立
年
代
は
、
「
法
花
寺
庄
」
の
記
載
か
ら
、
光
明
皇

太
后
の
一
周
忌
に
法
華
寺
に
対
し
て
「
京
南
田
十
町
」
が
施
入
さ
れ
た
天
平
宝
字
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

年
（
七
六
↓
）
六
月
以
降
の
作
成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
平
宝
字
年
間

に
活
躍
し
た
「
中
臣
朝
臣
毛
人
」
「
巨
勢
朝
臣
古
麻
呂
」
の
名
前
が
絵
図
に
見
え
る
と

こ
ろ
か
ら
天
平
宝
字
年
間
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
頃
の
作
成
と
さ
れ
て
い
る
。
額
田
部

宿
禰
三
当
の
改
姓
は
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
七
月
で
あ
る
か
ら
、
直
後
に
絵
図

が

作
成
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
想
定
と
し
て
矛
盾
が
な
い
。
ち
な
み
に
、
三
当
の
改

姓

さ
れ
た
天
平
宝
字
二
年
が
造
籍
年
、
法
華
寺
に
京
南
田
が
施
入
さ
れ
た
同
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
）

（七
六
一
）
が
班
田
年
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
偶
然
で
は
な
く
、
天
平
宝
字
五
年
の
班

田
が
絵
図
作
成
の
一
つ
の
契
機
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
絵
図
の
作
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
天
平
宝
字
年
間
よ
り
も
や
や
遅
く
な
る
可
能
性

も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
大
の
根
拠
と
な
る
の
は
金
田
章
裕
氏
が
指
摘
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

大
和
国
に
お
け
る
統
一
的
条
里
呼
称
法
の
成
立
年
代
の
問
題
が
あ
る
。
同
氏
に
よ
れ

ば

中
世
ま
で
連
続
す
る
条
里
呼
称
の
出
現
は
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
の
校
田
の
際

に

出
現
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
大
和
国
で
の
若
干
の
施
行
な
い
し
部
分
的
な
実
施

に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
第
四
額
田
里
」
の
よ
う
な
表
記
は
、
天
平
宝
字

五
年
（
七
六
一
）
と
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
の
班
田
の
中
間
に
位
置
す
る
神
護
景
雲

元
年

（七
六

七
）
の
可
能
性
も
残
る
と
考
え
る
。
絵
図
作
成
の
契
機
と
し
て
は
山
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
理

英
男
氏
に
よ
り
孝
謙
（
称
徳
）
天
皇
に
よ
る
寺
領
施
入
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

う
し
た
契
機
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
孝
謙
（
称
徳
）
朝
に
お
け
る
寺
院
行
幸
と
の
関

係
が
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
表
4
参
照
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
平
勝
宝
元

年

（七

四
九
）
か
ら
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
ま
で
、
多
く
の
寺
院
に
行
幸
し
た
こ
と

が

確
認

さ
れ
る
が
、
行
幸
先
の
寺
院
に
対
し
て
、
施
入
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
明
記

さ
れ
る
の
は
、
神
護
景
雲
年
間
が
多
く
、
と
り
わ
け
班
田
年
で
あ
る
神
護
景
雲
元
年

（七
六

七
）
に
集
中
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
勘
録
の
『
西

大
寺
資
財
流
記
帳
』
に
み
え
る
官
符
図
書
の
う
ち
献
入
さ
れ
た
年
代
を
明
記
し
て
い

る
土
地
施
入
文
書
や
楽
器
や
衣
服
の
帳
簿
を
集
計
し
て
み
る
と
、
行
幸
が
行
わ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

天
平
神
護
二
年
、
神
護
景
雲
元
年
、
同
三
年
お
よ
び
そ
の
翌
年
に
集
中
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
行
幸
の
際
に
は
正
史
に
記
載
が
な
く
と
も
、
行
幸
先
の
寺
院
に
土
地
施
入
な

ど
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
孝
謙
（
称
徳
）
朝
に
お
け
る
寺
院
行
幸
に
額

田
寺
へ
の
行
幸
を
明
記
し
た
記
事
は
な
い
が
、
近
接
す
る
飽
波
宮
へ
の
行
幸
が
神
護

景
雲
元
年
と
同
三
年
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
四
月
乙
巳
・
丁
未
条

　
　
幸
二
飽
波
宮
。
賜
二
法
隆
寺
奴
稗
廿
七
人
爵
一
各
有
レ
差
。

　
　
至
レ
自
二
飽
波
宮
一

　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
十
月
己
酉
条

　
　
車
駕
幸
二
飽
波
宮
。

　
後
者
の
行
幸
が
、
河
内
由
義
宮
へ
出
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
経
過
し
た
の

み
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
前
者
の
行
幸
は
飽
波
宮
で
の
滞
在
が
目
的
で
、
二
日
間
ほ
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表4　『続日本紀』にみえる孝謙・称徳朝の寺院行幸

年

天平勝宝元（749）

　　　　2（750）

　　　　3（751）

　　　　4（752）

　　　　6（754）

　　　　7（755）

　　　　8（756）

天平宝字5（761）

　　　　6（762）

天平神護元（765）

　　　　2（766）

神護景雲元（767）

2（768）

3（769）

宝亀　元（770）

行幸寺院

河内知識寺／東大寺／東大寺

薬師寺宮

東大寺

東大寺　開眼供養

東大寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　班田年
河内知識寺／知識・山下・大里・三宅・家原・鳥坂の六寺

河内知識寺

薬師寺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　班田年
法華寺

弓削寺

西大寺

東大寺（叙位）　　　　　　　　　　　　　　　　　班田年

山階寺（奏楽・奴脾賜爵）

元興寺（施入・奴姉賜爵）

西大寺法院（賜禄）

大安寺（叙位）

薬師寺（施入・工奴碑賜爵・賜姓）

飽浪宮（法隆寺奴脾賜爵）

　寺院への献物叙位

西大寺嶋院（叙位）

　四天王寺家人奴姉への賜爵

　四天王寺への墾田施入

長谷寺

西大寺／飽浪宮／龍華寺

　四天王寺・知識寺奴脾今良賜爵

弓義寺（叙位）

ど
滞
在
し
、
近
接
す
る
法
隆
寺
の
奴
脾
へ
の
叙
爵
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
叙
位
は

上
宮
王
家
が
か
っ
て
所
有
し
た
隷
属
民
に
起
源
す
る
も
の
で
、
厩
戸
皇
子
ゆ
か
り
の

飽
波
宮
で
叙
爵
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
額
田
寺
も
七
世
紀
に
は
法
隆

寺
式
の
瓦
が
用
い
ら
れ
、
熊
凝
精
舎
の
伝
承
が
残
る
な
ど
、
厩
戸
皇
子
と
の
関
係
は

浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
天
平
宝
字
二
年
に
改
姓
を
許
さ
れ
た
額
田
部
宿

禰
三
当
は
、
近
隣
の
在
地
豪
族
と
し
て
飽
波
宮
に
奉
仕
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
も

し
天
皇
か
ら
額
田
寺
へ
の
土
地
施
入
な
ど
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
神
護
景
雲
元

年
に
お
け
る
飽
波
宮
行
幸
と
い
う
こ
の
機
会
が
一
番
効
果
的
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

　
本
稿
で
は

「額
田

寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
作
成
年
代
お
よ
び
作
成
目
的
を
子
細

に

検
討
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
平
群
郡
の
成
立
過
程
や
氏
族
の
分
布
の

考
察
を
前
提
に
、
額
田
部
氏
の
系
譜
と
職
掌
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
論
を
ま
と
め

る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
大
和
国
で
は
、
県
や
国
造
国
か
ら
の
立
郡
（
評
）
ま
た
は
分
割
が
一
般
的
で

　
　
あ
っ
た
が
、
例
外
的
な
の
は
忍
海
・
広
瀬
・
平
群
（
飽
波
）
の
三
郡
で
あ
る
。

　
　
三
者
に
共
通
す
る
の
は
、
王
宮
を
中
心
に
独
自
の
領
域
を
構
成
し
て
い
る
点

　
　
で

あ
る
。
奴
脾
や
渡
来
系
技
術
者
の
居
住
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
有
力
豪

　
　
族
の
拠
点
に
対
す
る
倭
王
権
の
支
配
拠
点
・
直
轄
地
的
な
役
割
を
果
た
し
て

　
　
い
た
。

　
②
平
群
郡
の
領
域
の
う
ち
後
に
額
田
・
飽
波
郷
と
な
る
地
域
は
、
独
立
し
た
地

　
　
域

と
し
て
評
制
下
に
お
い
て
複
雑
な
変
遷
を
す
る
。
大
宝
令
以
前
に
は
、
人

　
　
間
集
団
の
把
握
に
対
応
し
て
、
後
の
額
田
郷
域
の
北
部
は
所
布
（
ま
た
は
添

　
　
上
）
評
、
東
南
部
（
大
和
川
と
佐
保
川
お
よ
び
下
つ
道
に
挟
ま
れ
た
地
域
）

　
　
は
山
辺
評
と
し
て
把
握
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
額
田
邑
の
熟
皮

　
　
集
団
に
つ
い
て
は
、
「
宮
郡
狛
人
」
の
宮
郡
を
飽
波
評
に
比
定
す
る
こ
と
が
可

　
　
能
な
ら
ば
、
領
域
的
に
は
他
評
（
山
辺
評
）
に
属
す
る
人
間
集
団
を
飛
び
地

お

わ
り
に

る
。
同
年
は
先
に
注
目
し
た
班
田
年
で
あ
り
、
こ
の
行
幸
の
翌
日
に
長
門
国
の
額
田

部
氏
同
族
が
、
銭
と
稲
を
献
上
し
て
外
従
五
位
下
と
豊
浦
郡
大
領
職
を
与
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

い

る
の
も
偶
然
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
に

よ
れ
ば
、
額
田
寺
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
る
年
代
と
契
機
に
つ
い
て
、

天
平
宝
字
二
年
に
お
け
る
額
田
部
宿
禰
三
当
の
改
姓
お
よ
び
同
五
年
の
法
華
寺
へ
の

京
南
田
の
施
入
あ
る
い
は
、
神
護
景
雲
元
年
の
称
徳
天
皇
の
飽
波
宮
へ
の
行
幸
時
の

可
能
性
を
指
摘
し
、
い
ず
れ
も
造
籍
年
や
班
田
年
に
相
当
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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的
に
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
③
天
武
朝
以
前
に
は
大
和
・
河
内
を
中
心
に
し
た
天
津
彦
根
命
系
と
山
城
・
摂
津

　
　
を
中
心
に
し
た
明
日
名
門
系
と
い
う
二
つ
の
系
統
の
額
田
部
連
氏
が
存
在
し
た
。

　
　

こ
の
う
ち
天
津
彦
根
命
系
の
系
統
が
推
古
朝
に
は
有
力
で
あ
っ
た
が
、
孝
徳
朝

　
　
の

蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
事
件
に
よ
り
天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
連
は
一
時
勢

　
　

力
を
失
い
、
天
武
十
三
年
（
六
八
四
）
に
宿
禰
に
改
姓
し
た
額
田
部
連
は
明
日

　
　
名
門
命
系
と
推
定
さ
れ
る
。

　
④
額
田
寺
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
る
年
代
と
契
機
に
つ
い
て
、
背
景
に
は
額
田
部
氏

　
　
の

二
つ
の

系
統
の
ね
じ
れ
が
背
景
に
あ
り
、
こ
れ
を
解
消
し
た
天
平
宝
字
二
年

　
　
（
七
五
八
）
に
お
け
る
額
田
部
宿
禰
三
当
の
改
姓
お
よ
び
同
五
年
の
法
華
寺
へ
の

　
　
京
南
田
の
施
入
時
あ
る
い
は
、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
の
称
徳
天
皇
の
飽

　
　
波
宮
へ
の
行
幸
時
の
可
能
性
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
造
籍
年
や
班
田
年
に
相
当
す

　
　
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
飽
波
評
の
規
模
や

領
域
的
行
政
区
画
の
未
熟
性
、
従
来
あ
ま
り
考
察
の
視
野
に
入

ら
な
か
っ
た
明
日
名
門
系
額
田
部
氏
の
系
譜
や
職
掌
な
ど
に
つ
い
て
新
た
な
見
解
を

提
示

し
、
額
田
寺
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
る
年
代
と
契
機
に
つ
い
て
試
案
を
示
し
た
。

行
論
上
、
大
胆
な
推
測
を
重
ね
た
部
分
も
多
い
の
で
、
御
批
判
を
切
に
お
願
い
し
た

い
。

註（
1
）
『
延
喜
式
』
民
部
上
が
「
山
辺
　
十
市
　
高
市
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
『
延
喜
式
』
神
名
上

　
　
お
よ
び
『
和
名
抄
』
は
「
高
市
、
十
市
、
山
辺
」
と
す
る
。

（
2
）
山
尾
幸
久
「
県
の
史
料
に
つ
い
て
」
（
日
本
史
論
叢
会
編
『
論
究
日
本
古
代
史
』
学
生
社
、
一

　
　
九
七
九
年
）
は
、
「
其
於
二
倭
国
六
県
・
被
レ
遣
使
者
者
、
宣
ド
造
二
戸
籍
へ
校
F
田
畝
上
」
（
『
日
本

　

書
紀
』
）
な
ど
の
記
載
か
ら
、
倭
国
六
県
が
令
制
下
の
郡
制
に
先
行
す
る
人
間
集
団
の
所
属
区

　

分
ま
た
は
行
政
区
分
と
す
る
。

（
3
）
『
日
本
書
紀
』
緩
靖
紀
二
年
正
月
条
所
引
一
書
に
「
春
日
県
主
大
日
諸
」
と
み
え
る
。
『
角
川

　
　
日
本
地
名
大
辞
典
』
二
九
　
奈
良
県
（
角
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
、
三
〇
五
頁
。

（
4
）
『
日
本
書
紀
』
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
六
月
丁
巳
条
に
「
菟
田
下
県
」
、
同
八
月
乙
未
条
に

　
　
「
菟
田
県
」
、
『
万
葉
集
註
釈
』
所
引
「
伊
勢
国
風
土
記
」
逸
文
に
「
宇
陀
下
県
」
、
延
喜
九
年

　

十
一
月
十
五
日
民
安
占
子
家
地
処
分
状
（
『
平
安
遣
文
』
二
〇
二
・
二
〇
三
号
文
書
）
に
「
上

　

県
」
、
『
日
本
書
紀
』
神
武
二
年
二
月
乙
巳
条
に
「
猛
田
県
主
」
な
ど
と
あ
る
。

（
5
）
『
日
本
書
紀
』
欽
明
七
年
七
月
条
に
「
倭
国
今
来
郡
」
、
「
坂
上
系
図
」
所
引
『
新
撰
姓
氏
録
』

　

逸
文

に
「
今
来
郡
」
を
後
に
改
め
て
「
高
市
郡
」
と
号
し
た
と
伝
え
る
。

（
6
）
『
日
本
書
紀
』
神
武
二
年
二
月
乙
巳
条
に
「
倭
国
造
」
「
葛
城
国
造
」
、
同
允
恭
二
年
二
月
己

　

酉
条
に
「
闘
鶏
国
造
」
と
あ
る
。

（
7
）
『
古
事
記
』
応
神
段
、
『
日
本
書
紀
』
応
神
紀
十
九
年
十
月
戊
戌
条
、
『
扶
桑
略
記
』
同
日
条
、

　
　
『
万
葉
集
』
巻
一
ー
＝
＝
ハ
番
歌
。

（
8
）
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
』
一
九
六
九
年
、
二
二
号
木
簡
。

（
9
）
黛
弘
道
「
国
郡
制
成
立
史
上
の
一
問
題
」
（
『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一

　
　
九
八
二
年
、
初
出
一
九
五
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
四
月
丙
午
条
に
山
代

　

国
葛
野
郡
内
に
四
神
が
鎮
座
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
『
延
喜
式
』
神
名
上
の
記

　

載
で
は
そ
の
う
ち
二
神
が
隣
郡
に
鎮
座
す
る
こ
と
と
の
差
違
に
注
目
し
、
大
宝
以
前
の
葛
野

　
　
評
は
山
城
盆
地
一
帯
を
占
め
る
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
宝
令
の
施
行
に
よ
り
数
郡
に

　

分
割
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
た
。

（
1
0
）
『
木
簡
研
究
』
三
、
一
九
八
一
年
、
一
八
・
二
〇
頁
。
「
弟
国
評
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

　

大
宝
令
の
施
行
に
伴
い
葛
野
郡
か
ら
乙
訓
郡
の
分
割
が
行
わ
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
っ

　
　
た
が
、
再
考
の
必
要
が
生
じ
た
」
と
の
加
藤
優
氏
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
H
）
黛
弘
道
前
掲
註
（
9
）
論
文
の
追
考
。

（
1
2
）
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
』
一
九
六
九
年
、
二
二
号
木
簡
。
な
お
、
『
日
本
書
紀
』
に

　
　
は
評
制
段
階
お
よ
び
そ
れ
以
前
に
も
郡
名
は
多
く
み
え
る
が
、
「
添
上
郡
」
（
欽
明
元
年
二
月

　

条
）
、
「
添
下
郡
」
（
天
武
五
年
四
月
辛
丑
条
）
な
ど
は
、
「
所
布
評
大
野
里
」
と
い
う
木
簡
表

　
　
記
に
よ
れ
ば
、
『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階
の
明
瞭
な
潤
色
と
な
る
。

（
1
3
）
鬼
頭
清
明
『
律
令
国
家
と
農
民
』
塙
書
房
、
一
九
七
九
年
、
六
六
・
六
七
頁
。
舘
野
和
己

　
　
「
律
令
制
の
成
立
と
木
簡
」
（
『
木
簡
研
究
』
二
〇
、
　
九
九
八
年
）
。

（
1
4
）
な
お
、
荒
井
秀
規
「
相
模
国
足
柄
評
の
上
下
分
割
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
市
史
研
究
あ
し
が
ら
』

　
　
五
、
一
九
九
三
年
）
は
、
所
布
評
の
分
割
時
期
を
「
倭
国
添
下
郡
」
と
い
う
『
日
本
書
紀
』

　
　
の
記
載
を
重
視
し
て
天
武
五
年
以
前
に
想
定
す
る
が
、
天
武
後
半
期
以
降
と
推
定
さ
れ
る

　
　
「
大
野
里
」
の
表
記
か
ら
す
れ
ば
天
武
朝
前
半
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

（
1
5
）
『
木
簡
研
究
』
三
、
一
九
八
一
年
、
一
八
頁
。

（
1
6
）
『
日
本
書
紀
』
持
統
三
年
六
月
庚
戌
条
、
同
四
年
九
月
乙
亥
条
。
山
尾
幸
久
「
大
化
年
間
の

　
　
国
司
・
郡
司
」
（
『
立
命
館
文
学
』
五
三
〇
、
一
九
九
三
年
）
は
、
庚
寅
年
籍
の
評
が
す
で
に

　
　
令
制
下
の
郡
の
規
模
と
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
1
7
）
大
町
健
「
律
令
制
的
国
郡
制
の
特
質
と
そ
の
性
格
」
（
『
日
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』

　
　
校
倉
書
房
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）
、
鐘
江
宏
之
「
『
国
』
制
の
成
立
」
（
笹
山
晴
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生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
。

（
1
8
）
寛
敏
生
「
評
と
郡
」
（
「
続
日
本
紀
研
究
』
二
六
八
、
一
九
九
〇
年
）
。
た
と
え
ば
、
志
摩
国

　
　
が
成
立
時
に
は
志
摩
（
嶋
）
郡
一
郡
で
あ
っ
た
の
は
、
上
級
の
行
政
区
画
た
る
国
を
意
識
し

　
　
な
い
段
階
に
、
海
人
集
団
を
組
織
し
て
評
制
が
施
行
さ
れ
た
名
残
り
で
あ
り
、
郡
制
施
行
直

　
　
後
の
養
老
年
間
に
お
い
て
二
郡
に
分
割
さ
れ
た
の
は
、
国
と
郡
と
い
う
異
な
る
行
政
区
画
の

　
　
重
層
性
を
重
視
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
9
）
八
木
充
「
律
令
制
民
衆
支
配
の
成
立
過
程
」
（
岸
俊
男
教
授
退
官
記
念
会
『
日
本
政
治
社
会

　
　
史
研
究
』
上
、
塙
書
房
、
一
九
八
四
年
）
。
狩
野
久
「
律
令
国
家
の
形
成
」
（
歴
史
学
研
究

　
　
会
・
日
本
史
研
究
会
『
講
座
日
本
歴
史
』
一
原
始
・
古
代
一
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

　
　
四
年
）
。

（
2
0
）
明
白
な
地
名
の
例
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
伊
場
木
簡
の
「
柴
江
五
十
戸
」
（
三
号
木
簡
）
に

　
　
も
「
柴
江
部
」
（
六
一
号
）
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
五
十
戸
編
成
が
旧
部
民
集
団
か
ら
開
始
さ

　
　
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
少
な
く
と
も
初
期
に
は
評
と
五
十
戸
編
成
と
の
重
層
的
関
係
は

　
　
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
関
口
裕
子
「
「
大
化
改
新
」
批
判
に
よ
る
律
令
制
成
立
過
程
の
再
構

　
　
成
」
（
『
日
本
史
研
究
』
＝
二
二
、
一
九
七
三
年
）
は
、
庚
午
年
籍
段
階
で
は
戸
数
が
一
定
し

　
　
な
い
里
が
存
在
し
た
と
す
る
。

（
2
1
）
八
木
充
「
律
令
村
落
制
の
形
成
」
（
『
律
令
国
家
成
立
過
程
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
六
八
年
）
。

（
2
2
）
大
山
誠
一
「
古
代
駅
制
の
構
造
と
そ
の
変
遷
」
（
『
史
学
雑
誌
』
八
五
－
四
、
一
九
七
六
年
）
、

　
　
同
「
令
制
の
駅
戸
数
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
交
通
研
究
』
四
、
一
九
九
五
年
）
。

（2
3
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
一
年
四
月
甲
申
条
。

（
2
4
）
『
令
集
解
』
戸
令
定
郡
条
所
引
古
記
に
「
若
不
レ
足
．
・
百
戸
．
者
随
レ
宜
隷
二
他
郡
こ
と
あ
る
こ

　
　
と
か
ら
す
れ
ば
、
法
意
と
し
て
百
戸
1
1
二
里
以
下
の
立
郡
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確

　
　
認
さ
れ
る
。

（
2
5
）
原
秀
三
郎
「
律
令
国
家
と
地
方
豪
族
」
（
『
日
本
古
代
国
家
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
　

　
　
九
八
〇
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）
。
’

（
2
6
）
薗
田
香
融
「
律
令
国
郡
政
治
の
成
立
過
程
」
（
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九

　
　
八
一
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）
、
山
尾
幸
久
註
（
1
6
）
前
掲
論
文
は
、
国
造
制
か
ら
で
は
な
く

　
　
ミ
ヤ
ケ
か
ら
郡
へ
の
展
開
を
主
張
す
る
。
井
内
誠
司
「
国
評
制
・
国
郡
制
支
配
の
特
質
と
倭

　

王
権
・
古
代
国
家
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七
一
六
、
一
九
九
八
年
）
も
、
ミ
ヤ
ケ
を
媒
介
と
す

　
　
る
多
様
な
地
方
制
度
の
＝
兀
化
の
側
面
を
強
調
す
る
。
国
造
以
外
に
も
、
伴
造
・
県
稲
置
ま

　
　
で
も
が
評
造
に
任
命
さ
れ
た
と
伝
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
評
の
本
来
的
な
属
性
で
あ
る
奉
仕

　

先
の
多
様
性
を
前
提
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
7
）
遠
江
国
の
淵
評
と
駅
評
の
大
小
関
係
か
ら
い
え
ば
、
前
者
の
内
部
に
後
者
が
包
摂
さ
れ
て
い

　
　
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

（
2
8
）
品
部
廃
止
の
詔
（
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
八
月
癸
酉
条
）
に
み
え
る
、
品
部
を
分
か
ち
、

　

そ
の
名
名
に
別
け
た
た
め
、
民
と
品
部
が
「
交
雑
使
レ
居
二
国
県
一
」
三
家
五
分
六
割
」
と
い

　
　
う
状
況
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
構
造
的
矛
盾
を
示
し
て
い
る
。

（
2
9
）
た
と
え
ば
、
三
善
清
行
『
意
見
封
事
』
（
『
本
朝
文
粋
』
）
所
引
『
備
中
国
風
土
記
』
逸
文
に

　
　
み
え
る
有
名
な
遁
磨
郷
の
伝
承
に
は
、
斉
明
朝
の
百
済
救
援
の
際
、
当
地
で
試
み
に
こ
の
郷

　
　
の
軍
士
を
徴
発
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
数
字
に
誇
張
は
存
在
す
る
が
、
律
令
制

　
　
下
の

籍
帳
に
よ
る
予
測
可
能
な
課
丁
徴
発
と
、
斉
明
朝
の
在
地
豪
族
に
依
拠
し
た
軍
士
の
徴

　
　
発
形
態
と
の
段
階
差
を
説
話
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
3
0
）
『
日
本
書
紀
』
天
智
九
年
二
月
条
。

（
3
1
）
早
川
庄
八
「
律
令
制
の
形
成
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
二
　
古
代
二
、
岩
波
書
店
、
一

　
　
九
七
五
年
）
は
庚
午
年
籍
を
在
地
に
お
け
る
既
存
の
人
民
支
配
の
秩
序
に
依
存
し
て
造
ら
れ

　
　
た
と
し
、
人
為
的
な
編
戸
で
あ
る
里
制
の
存
在
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌
田
元
一

　
　
「
7
世
紀
の
日
本
列
島
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
通
史
』
三
　
古
代
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四

　
　
年
）
も
里
制
に
も
と
つ
く
画
一
的
・
領
域
的
編
戸
は
困
難
で
あ
り
、
混
在
し
た
人
民
の
所
属
、

　
　
所
有
者
の
別
に
従
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
私
見
は
山
尾
幸
久
註
（
1
6
）

　
　
前
掲
論
文
の
説
を
支
持
し
、
改
新
詔
の
郡
の
等
級
は
近
江
朝
制
定
の
単
行
法
典
の
一
条
で
、

　
　
庚
午
年
籍
に
お
い
て
編
戸
の
基
準
と
な
っ
た
と
推
定
す
る
。

（
3
2
）
『
日
本
書
紀
』
神
功
五
年
三
月
己
酉
条
、
『
坂
上
系
図
』
所
引
『
新
撰
姓
氏
録
』
逸
文
、
『
続

　
　
日
本
紀
』
養
老
六
年
三
月
辛
亥
条
、
『
元
興
寺
縁
起
』
、
『
肥
前
国
風
土
記
』
三
根
郡
漢
部
郷
条

　
　
な
ど
。

（
3
3
）
小
林
敏
男
「
忍
海
氏
・
忍
海
部
と
ヲ
ケ
・
オ
ケ
ニ
王
」
（
『
古
代
王
権
と
県
・
県
主
制
の
研
究
』

　
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）
、
門
脇
禎
二
『
葛
城
と
古
代
国
家
』
教
育

　
　
社
、
一
九
八
四
年
。

（
3
4
）
『
続
日
本
紀
』
養
老
六
年
三
月
辛
亥
条
に
よ
れ
ば
、
忍
海
部
乎
太
須
は
忍
海
漢
人
ら
合
計
七

　
　
＝
　
の
雑
工
と
と
も
に
雑
戸
の
姓
を
除
か
れ
た
と
あ
る
。

（
3
5
）
吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
上
方
編
（
冨
山
房
、
増
補
版
　
一
九
六
九
年
）
、
三
三
八

　
　
頁
。
白
石
太
一
郎
「
古
墳
か
ら
み
た
古
代
豪
族
」
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
考
古
資
料
と

　
　
歴
史
学
』
一
九
九
九
年
）
、
六
四
頁
。
た
だ
し
、
『
日
本
書
紀
』
皇
極
元
年
是
歳
条
に
み
え
る

　
　
「
大
和
の
忍
の
広
瀬
」
は
、
忍
海
郡
の
曾
我
川
を
示
す
か
。

（
3
6
）
拙
稿
「
「
斑
鳩
宮
」
の
経
済
的
基
盤
」
（
『
古
代
王
権
と
都
城
』
吉
川
弘
文
館
、
↓
九
九
八
年
、

　

初
出
一
九
八
七
年
）
、
↓
〇
九
頁
。

（
3
7
）
天
平
勝
宝
二
年
二
月
二
十
四
日
官
奴
司
解
（
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
三
ー
三
五
九
頁
）
。

（
3
8
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
四
年
四
月
癸
未
条
に
大
忌
神
を
広
瀬
の
河
曲
に
祭
ら
せ
た
と
あ
り
、
以

　

後
天
武
紀
に
は
四
月
と
七
月
に
祭
祀
記
事
が
散
見
す
る
。

（
3
9
）
広
瀬
郡
に
つ
い
て
は
、
平
林
章
仁
「
敏
達
天
皇
系
王
統
の
広
瀬
郡
進
出
に
つ
い
て
」
（
『
日
本

　

書
紀
研
究
』
十
四
、
塙
書
房
、
一
九
八
七
年
）
、
同
「
聖
徳
太
子
と
敏
達
天
皇
後
商
王
族
」

　
　
（
同
十
六
、
一
九
八
七
年
）
、
同
「
古
代
の
大
和
国
広
瀬
郡
と
広
瀬
神
社
」
（
『
龍
谷
史
壇
』
九

　

五
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。
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（
4
0
）
『
万
葉
集
』
巻
十
六
ー
三
八
八
五
番
歌
。
辰
巳
和
弘
「
平
群
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」

　
　
（
『
地
域
王
権
の
古
代
学
』
白
水
社
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
七
二
年
）
。

（
4
1
）
山
尾
幸
久
註
（
1
6
）
前
掲
論
文
は
、
平
群
郡
と
同
体
の
平
群
評
の
成
立
を
、
天
武
五
年
以
後
、

　

庚
寅
年
籍
以
前
と
推
定
さ
れ
る
が
、
私
見
で
は
藤
原
宮
出
土
木
簡
に
み
え
る
「
所
布
評
大
野

　
　
里
」
の
記
載
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
評
の
上
下
分
割
や
、
飽
波
評
の
平
群
評
へ
の
併
合
な
ど

　

領
域

区
画
と
し
て
の
再
編
は
次
の
段
階
と
な
り
、
天
武
朝
後
半
の
里
制
施
行
よ
り
も
や
や
遅

　
　
れ
、
里
制
が
整
備
さ
れ
る
庚
寅
年
籍
と
大
宝
令
の
間
と
推
定
す
る
。

（
4
2
）
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
。
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
四
月
乙
巳
・
丁
未
条
、

　

同
三
年
十
月
己
酉
条
。

（
4
3
）
天
平
勝
宝
二
年
二
月
二
十
四
日
官
奴
司
解
（
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
三
ー
三
五
九
頁
）
。

　
　
『
藤
原
宮
木
簡
二
　
解
説
』
八
四
九
号
木
簡
。

（
4
4
）
『
坂
上
系
図
』
所
引
『
新
撰
姓
氏
録
』
逸
文
。

（
4
5
）
狩
野
久
「
額
田
部
連
と
飽
波
評
」
（
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

　
　
九
〇
年
、
初
出
「
九
八
四
年
）
。
狩
野
氏
は
「
評
の
編
成
原
理
が
郡
の
そ
れ
と
必
ず
し
も
等
置

　
　
で
き
な
い
資
料
が
確
か
め
ら
れ
た
」
と
正
し
く
飽
波
評
を
評
価
さ
れ
な
が
ら
、
一
方
で
大
宝

　

令
郡
制
の
最
小
単
位
で
あ
る
小
郡
‖
二
郷
程
度
の
広
さ
の
確
保
H
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
立

　
　
評
の
第
一
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
評
の
成
立
要
件
を
限
り
な
く
郡
と
等
置

　
　
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
「
原
理
的
に
二
里
で
も
構
成
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
留
保
を
し
つ

　
　
つ
も
「
郡
域
と
し
て
の
こ
す
の
に
は
狭
隆
で
あ
り
す
ぎ
る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

　
　
評
制
か
ら
郡
制
へ
の
移
行
が
必
要
と
さ
れ
た
領
域
的
な
行
政
区
画
の
未
熟
性
の
主
張
が
広
狭

　
　
の
議
論
に
単
純
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
む
し
ろ
「
そ
こ
に
住
む
人
間
集
団
の
一
定
の
自
立
性
」

　
　
と
い
う
指
摘
を
立
評
の
理
由
と
し
て
は
重
視
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
4
6
）
『
新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
諸
蕃
。
『
坂
上
系
図
』
所
引
『
新
撰
姓
氏
録
』
逸
文
。

（
4
7
）
熊
凝
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
『
奈
良
県
史
』
一
四
　
地
名
（
名
著
出
版
、
一
九
八
五
年
）
、
二

　
　
四
九
頁
に
よ
る
。
黒
田
慶
一
「
熊
凝
考
」
（
高
井
悌
三
郎
先
生
喜
寿
記
念
事
業
会
編
『
歴
史
学

　
　
と
考
古
学
』
真
陽
社
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
『
荒
陵
寺
御
手
印
縁
起
』
に
み
え
る
摂
津

　
　
国
に
お
け
る
物
部
守
屋
か
ら
の
没
官
所
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
熊
凝
地
」
は
西
成
郡
と
東
成

　
　
郡
の
郡
境
に
ほ
ぼ
位
置
す
る
。

（
4
8
）
拙
稿
「
「
斑
鳩
宮
」
の
経
済
的
基
盤
」
（
『
古
代
王
権
と
都
城
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
、

　
　
一
一
二
～
｛
＝
二
頁
。

（
4
9
）
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
五
月
丁
酉
条
。

（
5
0
）
浅
井
和
春
「
法
隆
寺
系
幡
と
褥
の
銘
文
」
（
東
京
国
立
博
物
館
編
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
　
染

　
　
織
1
』
便
利
堂
、
一
九
八
六
年
）
、
東
京
国
立
博
物
館
編
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
銘
文
集
成
』
吉

　
　
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

（
5
1
）
拙
稿
「
「
斑
鳩
宮
」
の
経
営
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
王
権
と
都
城
』
）
、
一
六
五
頁
。

（
5
2
）
『
奈
良
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
三
〇
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
、
角
川
『
日
本
地

　

名
大
辞
典
』
二
九
　
奈
良
県
（
角
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
、
辰
巳
和
弘
「
上
宮
王
家
と
古
代

　

平
群
地
域
」
（
註
（
4
0
）
前
掲
書
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
5
3
）
「
法
隆
寺
一
切
経
」
に
は
写
経
の
奥
書
に
藤
原
・
秦
・
中
原
・
紀
・
六
人
部
・
伊
水
・
矢
田

　

部
・
若
原
部
・
大
神
・
藤
井
・
源
・
日
根
・
伴
・
中
臣
・
春
日
・
平
・
出
雲
・
草
賀
・
高

　

橋
・
小
野
・
守
部
・
当
麻
・
清
原
・
礒
陪
・
桑
原
・
上
毛
野
・
夏
見
・
安
倍
・
大
中
臣
・
百

　

済
・
物
部
・
山
城
・
錦
織
・
橘
・
賀
茂
・
水
俣
・
宇
治
・
舟
宿
禰
・
河
内
民
首
・
美
努
・
石

　
　
主
・
坂
合
部
・
高
是
な
ど
の
氏
族
名
が
見
え
る
（
法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
編
集
委
員
会
『
法
隆

　
　
寺
の
至
宝
』
七
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
。
必
ず
し
も
平
群
郡
内
に
居
住
し
た
こ
と
が
明
記

　
　
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
（
一
部
に
は
「
五
百
井
村
」
「
平
群
郷
」
「
目
安
里
」
「
坂
門
村
弟

　
　
原
里
」
な
ど
の
郡
内
の
地
名
が
明
記
さ
れ
る
）
、
さ
ら
に
奈
良
時
代
以
前
に
遡
る
こ
と
が
確
実

　
　
視
さ
れ
る
氏
族
ば
か
り
で
は
な
い
が
、
物
部
氏
系
の
居
住
を
示
す
矢
田
部
・
物
部
、
上
宮
王

　
　
家
と
の
関
係
が
深
い
秦
・
高
橋
・
当
麻
・
坂
合
部
な
ど
の
氏
族
名
は
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、

　
　
「
法
隆
寺
幡
銘
」
や
「
法
隆
寺
一
切
経
」
の
奥
書
な
ど
法
隆
寺
系
の
史
料
群
に
額
田
寺
や
平
隆

　

寺
な
ど
独
自
の
氏
寺
を
有
す
る
額
田
部
氏
や
平
群
氏
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
法
隆

　
　
寺
の
信
仰
圏
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

（
5
4
）
栄
原
永
遠
男
「
紀
朝
臣
と
紀
伊
国
」
（
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
九
、
一
九
八
五
年
）
、
同

　
　
「
紀
氏
の
展
開
過
程
」
（
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
一
二
、
一
九
八
七
年
）
、
加
藤
謙
吉
「
平
群

　
　
地
方
の
地
域
的
特
性
と
藤
ノ
木
古
墳
」
（
『
大
和
王
権
と
古
代
氏
族
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

　
　
一
年
、
初
出
一
九
八
九
年
）
、
辰
巳
和
弘
註
（
5
2
）
前
掲
論
文
。
な
お
、
式
内
社
「
平
群
坐
紀

　
　
氏
神
社
」
が
土
地
売
券
の
条
里
記
載
か
ら
現
生
駒
郡
平
群
町
椿
井
字
垣
内
付
近
に
比
定
さ
れ

　
　
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
田
章
裕
「
奈
良
・
平
安
朝
の
村
落
形
態
に
つ
い
て
」
（
『
条
里
と
村

　
　
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八
五
年
、
初
出
一
九
五
四
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
5
5
）
『
日
本
書
紀
』
舘
明
即
位
前
紀
、
『
法
王
帝
説
』
、
『
上
宮
記
』
逸
文
。

（
5
6
）
狩
野
久
註
（
4
5
）
前
掲
論
文
。

（
5
7
）
額
田
部
氏
に
つ
い
て
の
関
係
論
文
を
年
代
順
に
示
す
な
ら
ば
、
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』

　
　
（
↓
九
三
四
年
、
再
刊
一
九
六
三
年
）
、
井
上
薫
「
道
慈
」
（
『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』
吉

　
　
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
、
初
出
一
九
四
六
年
）
、
藤
間
生
大
「
大
和
国
家
の
構
造
」
（
『
歴
史

　
　
学
研
究
』
二
一
四
、
一
九
五
七
年
）
、
田
中
巽
「
額
田
部
に
つ
い
て
」
（
『
兵
庫
史
学
』
二
一
、

　
　
一
九
五
九
年
）
、
田
中
巽
「
額
田
部
の
職
掌
に
つ
い
て
」
（
『
神
戸
商
船
大
学
紀
要
（
文
科
論
集
）
』

　
　
八
、
一
九
六
〇
年
）
、
谷
馨
『
額
田
王
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
六
〇
年
）
、
橋
本
伊
知

　
　
朗
「
額
田
部
宿
禰
先
祖
の
墓
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
上
古
史
研
究
』
四
i
五
、
一
九
六
〇
年
）
、

　
　
山
田
弘
通
「
額
田
部
小
考
」
（
『
国
語
教
育
』
七
、
一
九
六
一
年
）
、
落
合
重
信
「
額
田
部
と
そ

　
　
の
性
格
i
播
磨
風
土
記
ノ
ー
ト
ー
ー
」
（
『
兵
庫
史
学
』
三
一
、
一
九
六
二
年
）
、
田
中
卓
「
大

　
　
化
前
代
の
枚
岡
」
（
『
日
本
国
家
の
成
立
と
諸
氏
族
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一

　
　
九
六
七
年
）
、
谷
馨
『
額
田
姫
王
』
（
紀
伊
国
屋
新
書
、
一
九
六
七
年
）
、
佐
伯
有
清
「
馬
の
伝

　
　
承
と
馬
飼
の
成
立
」
（
日
本
古
代
文
化
の
探
求
『
馬
』
社
会
思
想
社
、
一
九
七
四
年
）
、
上
井
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輝
代
「
額
田
部
と
湯
坐
と
」
（
横
田
健
一
先
生
還
暦
記
念
『
日
本
史
論
集
』
　
↓
九
七
六
年
）
、

　
　
前
沢
和
之
「
古
代
の
皮
革
」
（
『
古
代
国
家
の
形
成
と
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
、

　
　
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
編
三
・
四
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
、
狩
野

　
　
久
註
（
4
5
）
前
掲
論
文
、
岸
俊
男
「
「
額
田
部
臣
」
と
倭
屯
田
」
（
『
日
本
古
代
文
物
の
研
究
』

　
　
塙
書
房
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）
、
本
位
田
菊
士
「
額
田
部
連
・
額
田
部
に
つ
い

　
　
て
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
一
二
八
、
一
九
八
五
年
）
、
門
脇
禎
二
『
日
本
海
域
の
古
代
史
』
第

　
　
八
章
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）
、
鎌
田
元
一
「
大
王
に
よ
る
国
土
の
統
二
（
『
日

　
　
本
の
古
代
』
六
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
）
、
井
上
辰
雄
「
額
田
部
と
大
和
王
権
」
（
鶴

　
　
岡
静
雄
編
『
古
代
王
権
と
氏
族
』
古
代
史
論
集
二
、
名
著
出
版
、
一
九
八
八
年
）
、
黒
田
慶
一

　
　
註
（
4
7
）
前
掲
論
文
、
前
田
晴
人
「
額
田
部
連
の
系
譜
と
職
掌
と
本
拠
地
」
（
『
日
本
歴
史
』

　
　
五
二
〇
、
一
九
九
↓
年
）
、
加
藤
謙
吉
註
（
5
4
）
前
掲
論
文
、
辰
巳
和
弘
「
上
宮
王
家
と
古
代

　
　
平
群
郡
地
域
」
（
『
地
域
王
権
の
古
代
学
』
白
水
社
、
一
九
九
四
年
）
、
武
広
亮
平
「
額
田
部
臣

　
　
と
部
民
制
」
（
『
古
代
王
権
と
交
流
』
七
、
名
著
出
版
、
一
九
九
五
年
）
、
森
公
章
「
額
田
部
氏

　
　
の
研
究
」
（
本
報
告
書
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。

（
5
8
）
本
位
田
菊
士
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
。

（
5
9
）
　
代
表
的
な
論
考
と
し
て
は
（
A
）
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
、
谷
馨
『
額
田
王
』
、
上
井

　
　
輝
代
「
額
田
部
と
湯
坐
と
」
、
本
位
田
菊
士
「
額
田
部
連
・
額
田
部
に
つ
い
て
」
、
（
B
）
松
岡

　
　
静
雄
『
新
編
日
本
古
語
辞
典
』
（
刀
江
書
院
、
一
九
六
三
年
）
、
田
中
巽
「
額
田
部
に
つ
い
て
」
、

　
　
山
田
弘
通
「
額
田
部
小
考
」
、
（
C
）
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
編
、
狩
野
久

　
　
「
額
田
部
連
と
飽
波
評
」
、
岸
俊
男
「
「
額
田
部
臣
」
と
倭
屯
田
」
、
ほ
か
多
数
、
（
D
）
落
合
重

　
　
信
「
額
田
部
と
そ
の
性
格
」
、
そ
の
他
の
説
と
し
て
皇
子
養
育
の
た
め
の
部
民
H
湯
坐
と
す
る

　
　
井
上
辰
雄
「
額
田
部
と
大
和
王
権
」
、
馬
に
関
わ
る
部
と
す
る
前
田
晴
人
「
額
田
部
連
の
系
譜

　
　
と
職
掌
と
本
拠
地
」
な
ど
が
あ
る
（
出
典
は
註
（
5
7
）
参
照
）
。

（
6
0
）
『
国
史
大
辞
典
』
巻
十
一
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
の
「
額
田
部
」
の
項
目
（
吉
村

　
　
武
彦
氏
執
筆
）
。

（6
1
）
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
下
。

（
6
2
）
本
位
田
菊
士
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
。

（
3
6
）
本
位
田
菊
士
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
。
ち
な
み
に
、
『
日
本
書
紀
』
神
功
紀
即
位
前
紀
に
「
尾

　
　
田
吾
田
節
之
淡
郡
所
居
神
」
と
あ
る
志
摩
国
の
神
は
、
『
延
喜
式
』
神
名
上
に
「
粟
島
坐
神
乎

　
　
多
乃
御
子
神
社
」
と
も
表
記
さ
れ
、
「
神
乎
多
」
と
は
狭
い
水
田
1
1
神
田
の
意
で
、
伊
雑
宮
の

　

神

田
を
守
護
す
る
神
と
解
さ
れ
る
（
『
式
内
社
調
査
報
告
』
七
、
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
］
九

　
　
七
七
年
）
。
小
田
部
‖
額
田
部
本
来
の
職
掌
と
し
て
、
こ
う
し
た
神
田
の
管
理
や
神
事
が
職
掌

　
　
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。

（
劔
）
『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条
に
「
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
、
着
一
好
字
・
」
と
あ
り
、

　
　
こ
の
時
の
命
令
で
『
延
喜
式
』
民
部
上
に
「
凡
諸
国
部
内
郡
里
等
名
、
並
用
＝
二
字
コ
必
取
一

　

嘉
名
一
」
と
あ
る
よ
う
な
、
字
義
の
よ
い
漢
字
二
字
に
よ
る
表
記
に
統
↓
さ
れ
た
が
、
郷
里
名

　
　
表
記
の
統
一
は
神
亀
年
間
ま
で
遅
れ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
国
郡
名
の
二
字
化
が
郷
里
名
よ

　
　
り
早
期
に
完
了
し
た
の
は
（
国
名
は
大
宝
四
年
）
、
国
印
や
郡
印
の
使
用
に
お
い
て
地
名
二
字

　
　
表
記
に

よ
る
統
一
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
応
す
る
。
野
村
忠
夫
「
律
令
的
行
政
地
名
の

　
　
確
立
過
程
」
（
『
律
令
政
治
と
官
人
制
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）
、

　
　
鎌
田
元
↓
「
律
令
制
国
名
表
記
の
成
立
」
（
門
脇
禎
二
編
『
日
本
古
代
国
家
の
展
開
』
上
、
思

　
　
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）
。

（
6
5
）
田
中
卓
「
『
紀
氏
家
牒
』
に
つ
い
て
」
（
『
田
中
卓
著
作
集
』
二
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六

　
　
年
）
、
同
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
。

（
6
6
）
加
藤
謙
吉
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
。

（6
7
）
『
平
安
遺
文
』
　
一
－
↓
九
九
号
文
書
。

（
6
8
）
八
木
充
他
「
山
口
・
長
登
銅
山
跡
」
（
木
簡
学
会
『
木
簡
研
究
』
一
九
、
一
九
九
七
年
）
、
↓

　
　
九
三
頁
。

ハ
6
9
）
井
上
辰
雄
「
日
向
隼
人
と
大
和
王
権
」
（
『
え
と
の
す
』
三
一
、
一
九
八
六
年
）
、
同
註
（
5
7
）

　
　
前
掲
論
文
。
平
群
氏
の
外
交
伝
承
は
『
日
本
書
紀
』
応
神
三
年
是
歳
条
・
十
四
年
是
歳
条
・

　
　
十
六
年
八
月
条
、
日
向
と
の
関
係
は
同
景
行
十
七
年
三
月
己
酉
条
に
児
湯
県
で
日
本
武
尊
が

　
　
「
平
群
山
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

（
7
0
）
『
日
本
書
紀
』
推
古
二
十
年
正
月
丁
亥
条
。

（
7
1
）
三
野
県
主
系
の
額
田
部
氏
に
つ
い
て
は
前
田
晴
人
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
が
詳
し
い
。
額
田
部

　
　
氏
に
複
数
の
系
統
が
存
在
し
た
と
の
指
摘
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
天
武
朝
の
宿
禰
賜
姓
が

　
　
明
日
名
門
系
で
あ
る
と
す
る
想
定
は
支
持
さ
れ
る
。
し
か
し
、
額
田
馬
や
湯
坐
の
伝
承
が
天

　
　
津
彦
根
系
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
大
和
・
河
内
で
は
天
津
彦
根
系
が
有
力
で
あ
る
こ
と
な
ど

　
　
か
ら
す
れ
ば
、
推
古
朝
の
額
田
部
連
比
。
⊇
維
夫
を
明
日
名
門
系
（
三
野
県
主
系
）
の
額
田
部
連

　
　
と
断
定
す
る
点
に
は
従
え
な
い
。
確
実
な
の
は
天
武
朝
以
前
に
二
つ
の
系
統
の
額
田
部
連
が

　
　
存
在
し
、
そ
の
う
ち
天
津
彦
根
系
が
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

（
7
2
）
『
平
安
遺
文
』
五
ー
一
八
〇
一
号
文
書
。

（
7
3
）
『
鎌
倉
遺
文
』
＝
ニ
ー
九
四
九
三
号
文
書
。

（
7
4
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩

　

波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
五
九
九
頁
補
注
な
ど
。

（
7
5
）
前
田
晴
人
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
。

（
7
6
）
『
日
本
書
紀
』
推
古
即
位
前
紀
。

（
7
7
）
敷
田
年
治
『
風
土
記
標
注
』
。

（
7
8
）
『
古
事
記
』
垂
仁
段
。
『
日
本
書
紀
』
崇
神
六
十
年
七
月
己
酉
条
。

（
7
9
）
『
出
雲
国
風
土
記
』
神
門
郡
吉
栗
山
条
。
加
藤
義
成
『
出
雲
国
風
土
記
参
究
』
。

（
8
0
）
武
広
亮
平
「
荒
ぶ
る
神
」
（
『
風
土
記
の
神
と
宗
教
的
世
界
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
）
。

（
8
1
）
『
日
本
書
紀
』
神
功
摂
政
四
十
七
年
四
月
条
分
註
。
な
お
額
田
部
と
槻
本
首
と
は
別
氏
の
可

　

能
性
も
あ
る
。
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（
8
2
）
『
日
本
書
紀
』
大
宝
三
年
十
月
癸
未
条
。
同
和
銅
五
年
正
月
戊
子
条
に
は
額
田
首
と
あ
る
。

（
8
3
）
『
続
日
本
紀
』
文
武
四
年
六
月
甲
午
条
。
同
養
老
五
年
正
月
甲
戌
条
。

（
泓
）
『
令
義
解
』
附
録
な
ど
。
『
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
八
月
十
七
日
癸
丑
条
。

（
8
5
）
前
沢
和
之
前
掲
註
（
5
7
）
論
文
。

（
8
6
）
鋳
工
と
し
て
額
田
広
海
（
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
十
六
－
三
〇
八
・
三
一
一
頁
）
、
瓦
工
と

　
　
し
て
額
田
部
乙
麻
呂
（
同
編
年
四
ー
三
七
三
頁
）
、
木
工
と
し
て
額
田
部
酒
人
（
同
編
年
四
ー

　
　
五
二
五
頁
）
な
ど
の
名
が
み
え
る
。

（
8
7
）
な
お
、
『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
八
月
癸
卯
条
に
み
え
る
額
田
部
連
甥
の
法
頭
任
命
は
、
神

　
　
事
や
県
主
と
の
関
係
が
深
い
明
日
名
門
命
系
で
は
な
く
、
額
田
寺
の
存
在
や
外
交
使
節
と
の

　
　
交
渉
か
ら
考
え
て
天
津
彦
根
命
系
の
可
能
性
が
高
く
、
孝
徳
朝
ま
で
は
こ
の
系
統
が
有
力
で

　
　
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
8
8
）
熊
谷
公
男
「
位
記
と
「
定
姓
」
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
一
八
三
、
一
九
七
六
年
）
。
具
体
的
な

　
　
功
績
は
不
明
だ
が
、
あ
え
て
憶
測
す
る
な
ら
ば
前
年
の
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
に
際
し
て
、
賀
茂

　
　
角
足
が
「
額
田
部
宅
」
で
武
官
ら
を
釘
付
け
に
す
る
陰
謀
が
あ
り
、
こ
れ
を
密
告
し
た
功
績

　
　
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
（
前
田
晴
人
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
）
。

（
8
9
）
前
田
晴
人
註
（
5
7
）
前
掲
論
文
。

（
9
0
）
狩
野
久
註
（
4
5
）
前
掲
論
文
、
福
山
敏
男
「
額
田
寺
（
額
安
寺
）
」
（
『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』

　
　
綜
芸
舎
、
一
九
四
八
年
）
。

（
9
1
）
絵
図
に
は
、
そ
の
他
の
寺
領
記
載
が
「
寺
」
と
の
み
表
記
す
る
の
に
対
し
て
、
「
法
花
寺
庄
」

　
　
と
の
境
を
接
す
る
額
田
寺
東
南
部
の
「
門
」
の
外
側
に
位
置
す
る
寺
領
記
載
は
「
額
寺
」
「
額

　
　
田
寺
」
と
寺
名
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
法
華
寺
へ
の
「
京
南
田
十
町
」
の

　
　
施
入
に
伴
い
、
そ
の
境
界
を
明
示
す
る
必
要
が
以
後
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は

　
　
「
法
花
寺
庄
」
の
設
定
も
絵
図
作
成
の
大
き
な
契
機
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（
黒
田
日
出
男
氏
の

　
　
教
示
に
よ
る
）
。

（
9
2
）
造
籍
年
、
班
田
年
に
つ
い
て
は
今
宮
新
『
上
代
の
土
地
制
度
』
（
至
文
堂
、
一
九
五
七
年
）

　
　
参
照
。
な
お
、
仲
麻
呂
政
権
下
の
天
平
宝
字
五
年
の
班
田
が
、
寺
田
の
収
公
隠
田
の
検
出
を

　
　
厳
格
に
行
っ
た
の
に
対
し
て
、
道
鏡
政
権
下
の
神
護
景
雲
元
年
の
班
田
は
、
寺
領
の
回
復
拡

　
　
張
、
貴
族
所
有
地
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
点
も
絵
図
作
成
の
契
機
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
3
）
金
田
章
裕
「
大
和
国
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
（
『
古
代
荘
園
図
と
景
観
』
東
京
大
学
出
版
会
、

　
　
一
九
九
八
年
）
。

（
9
4
）
山
口
英
男
「
大
和
国
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
（
金
田
章
裕
他
編
『
日
本
古
代
荘
園
図
』
東

　
　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
。

（
9
5
）
西
大
寺
へ
の
行
幸
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
十
二
月
癸
巳
条
、
同
神
護
景
雲
元
年
三

　
　
月
壬
子
条
・
同
九
月
己
酉
条
、
同
三
年
四
月
辛
酉
条
に
記
載
が
あ
る
。
年
代
と
施
入
件
数
を

　
　
示
す
な
ら
ば
、
天
平
神
護
二
年
（
1
）
、
同
三
年
（
1
）
、
神
護
景
雲
元
年
（
3
）
、
同
二
年

　
　
（
4
）
、
同
三
年
（
1
0
）
、
宝
亀
元
年
（
7
）
、
宝
亀
年
間
（
4
）
と
な
る
。

（
9
6
）
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
四
月
戊
申
条
。

［補
記
］

　
成
稿
後
、
難
波
宮
跡
北
西
部
か
ら
「
秦
人
凡
国
評
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
二
号
）
が
出
土
し
た
。

「戊
申
年
」
（
六
四
八
年
）
と
い
う
七
世
紀
の
紀
年
木
簡
（
二
号
）
と
と
も
に
出
土
し
た
こ
と
か
ら

成
立
期
の
評
制
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
「
凡
国
」
の
表
記
は
律
令
制
下
の
郡
名

に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
、
本
稿
で
論
じ
た
「
飽
波
評
」
「
駅
評
」
と
同
じ
く
、
律
令
制
下
の
郡
に
連

続
し
な
い
タ
イ
プ
の
評
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
条
に
は
漢
人
集
団
を
持
統

朝
の
庚
寅
年
籍
の
段
階
で
里
に
再
編
成
し
た
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
秦
人
を
人
間
集
団
と
解
し
、
依

知
秦
公
氏
が
居
住
し
た
近
江
国
愛
智
郡
大
国
郷
な
ど
の
郷
レ
ベ
ル
に
比
定
で
き
る
と
す
れ
ば
、
成
立

期

に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
渡
来
人
集
団
を
編
成
し
た
一
郷
程
度
の
評
の
類
型
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
国
の
領
域
を
超
え
た
例
と
し
て
は
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
の
「
加
毛
評

柞
原
里
人
」
の
例
が
あ
り
（
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
十
一
、
一
九
九
三
年
、
一

三
頁
）
、
備
後
国
司
石
川
夫
子
の
知
安
芸
守
事
兼
任
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
四
年
九
月
乙
巳
条
）
な
ど

の
事
例
か
ら
、
隣
接
す
る
安
芸
国
賀
茂
郡
と
備
後
国
御
調
郡
柞
原
郷
と
の
関
係
が
議
諭
さ
れ
て
い
る

（西
別
府
元
日
「
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
『
加
毛
評
柞
原
里
人
』
木
簡
に
つ
い
て
」
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』

二
七
、
一
九
九
九
年
）
。
こ
れ
は
「
飽
波
評
」
の
周
辺
と
同
じ
く
、
地
域
権
力
の
錯
綜
性
が
顕
著
で
あ

っ

た

事
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
小
規
模
郡
の
再
編
消
滅
の
事
例
と
し
て
は
、
藤
原
宮

出
土
木
簡
の
「
備
前
国
珂
磨
郡
他
田
里
」
の
事
例
が
（
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

十
、
一
九
九
一
年
、
八
頁
）
、
備
前
国
磐
梨
（
赤
坂
）
郡
珂
磨
郷
お
よ
び
山
陽
道
珂
磨
駅
と
の
関
連
で

議
論

さ
れ
て
い
る
（
吉
田
晶
「
『
珂
磨
郡
』
木
簡
に
つ
い
て
」
『
吉
備
古
代
史
の
展
開
』
塙
書
房
、
一

九
九
五
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）
。
木
簡
表
記
に
里
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
里
制
施
行
以
降

に

国
郡
制
に
連
続
す
る
よ
う
な
再
編
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
本
文
で
想
定
し
た
よ
う
に
、

成
立
期
の
評
は
人
間
集
団
の
把
握
と
奉
仕
先
の
確
定
に
主
眼
が
あ
り
、
後
の
郡
の
よ
う
な
行
政
区
画

と
し
て
の
均
質
性
や
国
里
と
の
整
合
性
は
必
ず
し
も
保
た
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（
一
九

九
九
年
八
月
二
六
日
　
審
査
終
了
受
理
）
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Genealogy　and　S力ok四sわoロof　the　Nukatabe　Clan

NITo　Atsushi

This　paper　discusses　the　formation　of　the　Heguri　coun⑲and　the　distdbution　of　the　elite　dans．　The

study　can　be　summarized　into　the　fbllowing　four　points：

（1）Acoun敏was　normally　fo㎜ed丘om　pre－exis6ng㎎吻andゐμ励o卿α励たo一ηo一肋κi（both　are

regional　administrative　units）in　the　Yamato　region．　However，　three　exceptions　existed：Oshinumi，

Hirose，　and　Heguri（Akllnami）counties．　Those　counties　were　under　the　direct　control　of　the　Yamato

authority．　They　possessed　palaces　Unked　to　the　Yamato　authority　in　addition　to　the　residence　of獺砺

and　immigrants　in　their　territories．

（2）Within　the　Heguri　county，　the　regions，　which　were　to　be　called∧㌦ゐα’αand、4肋〃α砿in　later　days，

underwent　a　complex　adl面nls仕a6ve仕ansfo㎜a60n．　Before　the花伽κ一ηo　legisla60n，也e　area　nor血

to　the　Nukatabe　village　was　called　Soμ一ηo一勿ノoμ，　while　the　southeastern　land　was　called｝在勿αbθ一κo一

妙o〃．Aleather－processing　clan　in　Nukata　area，　spec茄cally　in　the　area　of　yμ勿αbθ一ηo一勿ノoμ，　was　called

幼加〃o〃γ励o一ゐo卿α励o．The　study　points　out　that　the勿加ゐo〃夕i　can　equates　with　the　Akunami

county，　meaning　that　in　fact　the　group　of　people　who　resided　in　yO勿αbθ一κo一妙o％served　to　the

Akunami　palace　and　its　county．

（3）Before　the　Ten’mu　reign，　there　were　two　unrelated　Nllkatabe　clans；one　was　A幼α励一Mゐoηθ一κo一

励丘o∫01ineage　in　the　Yamato　and　Kawachi　regions，　and　the　other　was∠4∫碗αηα401ineage　in

Yamashiro　and　Settsu　regions．　The　former　A物α励一万虎oκθ一％o一励ゐo’o　lineage　flourished　duHng　the

Suiko　reign　l）ut　declined　by　the　coup　during　the　Koutoku　reign．　Later　Ten’mu　13（AD．684），the　men

of　the　Nukatabe　clan　renamed　themselves　as　Suk皿e，　and　they　can　be　identified　as∠4sμ肋ηα∂0

1ineage．

（4）Several　incidents　happened　when　the　Nukata－dera　map　was　in　making：the　renaming　of　the

Nukatabesukunemito　at　Tenpyou－h皿ji　2（AD．758）；the　dona仕on　of　ric←fields　located　s皿th　of　Kyoto

to　the　Hokke　temple　at　Tenpyou－houli　5（A．D．761）；the　Emperor　Shoutoku’s　trip　to　the　Akunam三

palace　at　Jingo－kehln　1（AD、767）、　Those　events　coincided　with　the　years　of　census　or　rice－field

distribu廿on．
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